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は
じ
め
に

　
『
御
堂
関
白
記
』『
権
記
』『
小
右
記
』
な
ど
漢
文
日
記
に
は
、
多
く
の
「
夢
」

の
記
事
が
存
在
す
る
。
漢
文
日
記
は
、
公
的
立
場
に
い
る
男
性
が
政
務
や
行
事

に
関
す
る
日
々
の
出
来
事
を
中
心
に
漢
文
体
―
―
表
現
の
制
約
を
伴
う
文
体

―
―
で
記
録
し
て
ゆ
く
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
様
子
は
『
九
条
右
丞
相

遺
誡（

1
）』

に
「
先
づ
起
き
て
属
星
の
名
字
を
称
す
る
こ
と
七
遍
…
…
［
割
書
省
略
］

…
…
次
に
鏡
を
取
り
て
面
を
見
、
暦
を
見
て
日
の
吉
凶
を
知
る
。
次
に
楊
枝
を

取
り
て
西
に
向
ひ
手
を
洗
へ
。
次
に
仏
名
を
誦
し
て
尋
常
に
尊
す
る
と
こ
ろ
の

神
社
を
念
ず
べ
し
。
次
に
昨
日
の
こ
と
を
記
せ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
身
の
ま
わ

り
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
起
床
後
比
較
的
早
い
段
階
で
書
き
と
ど
め
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
文
日
記
は
仮
名
日
記

や
物
語
と
は
異
な
り
記
述
内
容
に
忘
備
録
的
要
素
が
強
く
認
め
ら
れ
る
た
め
、

当
時
の
貴
族
生
活
を
知
る
上
で
最
も
有
効
な
資
料
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
性
質
を
持
つ
漢
文
日
記
に
お
い
て
、
現
の
こ
と
で
は
な
い
も
の
―
―
夢

で
の
出
来
事
―
―
が
記
さ
れ
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
時
の
貴
族
社
会
で
は
、「
夢
」
を
希
求
し
、
周
囲
に
語
り
、

あ
る
い
は
見
た
「
夢
」
が
噂
と
し
て
周
囲
に
漏
洩
し
、
共
有
さ
れ
て
い
く
と
い

う
特
異
な
現
象
が
起
こ
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
漢
文
日
記
に
お
い
て
も
確
認

で
き
る
。
中
世
に
至
る
と
〝
夢
語
り
共
同
体
〟（
大
願
成
就
と
い
う
共
通
目
標
に

向
か
っ
て
吉
夢
を
希
求
し
、
相
互
に
交
歓
し
合
い
、
さ
ら
に
念
力
を
高
め
て
ゆ
こ
う

と
す
る
精
神
的
共
同
体
）
と
い
う
概
念
が
確
立
さ
れ
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の
先

駆
け
と
も
考
え
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。〝
夢
語
り
共
同
体
〟
は
、
菅
原
昭
英（

2
）

が

鎌
倉
期
に
想
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
に
横
井
清（

3
）に

よ
り
室
町
時
代
に
も
存
続

す
る
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。
倉
本
一
宏（

4
）

は
、
両
者
の
意
見
を
継
承
し
た
上
で
、

明
石
一
族
を
取
り
巻
く
「
夢
」

─
─
〝
夢
実
現
の
共
同
体
〟
の
視
座
か
ら
─
─

笹
生
美
貴
子
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一
　
平
安
貴
族
社
会
に
お
け
る
「
夢
」
の
共
有
意
識

（
一
）藤
原
道
長
を
取
り
巻
く
「
夢
」
を
基
軸
と
し
て

　

漢
文
日
記
は
、
主
に
当
時
の
公
務
・
儀
式
と
い
っ
た
身
辺
の
出
来
事
を
子
々

孫
々
に
わ
た
る
知
的
共
有
財
産
と
し
て
残
す
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た（

5
）。

こ
の
分

野
に
記
さ
れ
る
「
夢
」
は
、
と
り
わ
け
周
囲
の
者
た
ち
と
の
共
有
志
向
が
強
く

感
じ
ら
れ
、
貴
族
社
会
を
巧
み
に
生
き
抜
く
一
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
る
傾

向
が
窺
え
る
。
そ
の
実
態
は
、
当
時
の
権
力
者
で
あ
り
光
源
氏
の
モ
デ
ル
の
一

人
と
も
い
わ
れ
る
藤
原
道
長
を
取
り
巻
く
複
数
の
「
夢
」
に
も
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
そ
も
そ
も
、『
源
氏
物
語
』
は
「
道
長
時
代
の
文
化
的
あ
り
よ
う
を

物
語
的
に
さ
ら
に
拡
大
し
理
想
化
し
た（

6
）」

世
界
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
以
下
、

道
長
政
権
下
に
お
け
る
「
夢
」
を
媒
介
と
し
た
共
同
体
意
識
の
実
態
を
検
証
し

て
ゆ
く
。

　

藤
原
道
長
は
、
権
力
を
得
て
以
来
、
物
の
怪
や
怨
霊
を
極
端
に
怖
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る（

7
）。

こ
の
よ
う
な
、
理
論
的
に
解
明
で
き
な
い
も
の
へ
の

「
怖
れ
」
の
意
識
は
、
道
長
が
「
夢
」
を
警
戒
す
る
と
こ
ろ
に
も
如
実
に
表
れ

て
い
る
。

イ　

�
通
夜
雨
降
。
曉
方
有
两
度
夢
想
。
終
日
雨
下
。
於
申
時
初
家
請
印
。

知
章
朝
臣
申
行
文
三
枚
。

『
権
記
』
等
に
見
ら
れ
る
「
夢
」
の
記
述
を
検
討
し
つ
つ
、
そ
の
原
初
形
態
を

平
安
期
に
見
出
す
。

　

倉
本
の
指
摘
す
る
、
平
安
期
に
見
ら
れ
る
〝
夢
語
り
共
同
体
〟
の
原
初
形
態

の
精
神
は
、
物
語
の
ジ
ャ
ン
ル
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、『
源
氏

物
語
』
の
明
石
一
族
を
取
り
巻
く
物
語
（
以
下
、「
明
石
物
語
」
と
記
す
）
に
顕

現
す
る
複
数
の
「
夢
」（
例
え
ば
、「
若
菜
上
」
巻
に
て
、
明
石
入
道
の
見
た
一
族

栄
達
に
関
す
る
吉
夢
が
、
遺
書
と
も
い
え
る
手
紙
を
介
し
て
明
石
尼
君
・
明
石
御
方
・

明
石
姫
君
へ
と
伝
わ
り
、
残
さ
れ
た
一
族
に
共
有
さ
れ
一
族
の
栄
達
そ
し
て
栄
華
が

果
た
さ
れ
て
ゆ
く
様
子
な
ど
）
に
お
い
て
、
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。〝
夢
語
り
共
同
体
〟
の
精
神
は
、
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
「
吉
夢
を

希
求
」
し
、
か
つ
「
吉
夢
の
実
現
を
は
か
る
」
も
の
で
あ
る
の
だ
が
、
物
語
に

お
い
て
は
、
後
者
の
「
吉
夢
の
実
現
を
は
か
る
」
こ
と
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て

お
り
、
い
わ
ば
〝
夢
実
現
の
共
同
体
〟
と
い
う
意
識
を
色
濃
く
形
成
さ
せ
て
い

る
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
と
も
あ
れ
、〝
夢
語
り
共
同
体
〟
の
原
初
形
態
の
精
神

が
、
物
語
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
探
る
こ
と

は
有
効
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、『
源
氏
物
語
』
と
執
筆
時
期
の
近
い
漢
文
日
記
『
御
堂
関
白
記
』

『
権
記
』『
小
右
記
』
に
見
ら
れ
る
「
夢
」
に
注
目
し
つ
つ
、
当
時
の
道
長
政
権

を
取
り
巻
く
「
夢
」
の
実
態
―
―
〝
夢
語
り
共
同
体
〟
の
原
初
形
態
の
精
神

―
―
を
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、『
源
氏
物
語
』「
明
石
物
語
」
で
の
〝
夢
実
現

の
共
同
体
〟
意
識
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
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明石一族を取り巻く「夢」

う
に
、
明
救
と
い
う
僧
都
に
修
善
を
依
頼
し
、
三
月
六
日
条
に
は
「
康
尚
給
金

廿
四
兩
。
等
身
佛
三
躰
料
」［
康
尚
、
金
廿
四
兩
を
給
ふ
。
等
身
佛
三
躰
の
料
な

り
］
と
、
仏
師
康
尚
に
二
十
四
両
支
払
い
等
身
仏
三
体
を
製
作
す
る
よ
う
依
頼

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
関
連
記
事
は
藤
原
実
資
の
日
記
『
小
右
記
』「
ロ
」

に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
六
日
後
に
も
「
左
相
府
彼
夢
想
後
、
迄
來
八
月

精
進
。
毎
夜
於
念
誦
堂
突
額
云
ゝ
」［
左
相
府
、
彼
の
夢
想
の
後
、
来
る
八
月
迄

精
進
す
。
毎
夜
念
誦
堂
に
て
額
を
突
く
云
云
］（
長
和
二
年
〔
一
〇
一
三
〕
三
月
七
日

条
）
と
、
廿
六
日
の
「
夢
」
に
お
い
て
予
言
さ
れ
た
「
八
月
重
厄
」
を
払
う
た

め
、
道
長
が
精
進
生
活
を
し
て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
不
吉
な
「
夢
」

を
得
た
後
に
と
っ
た
道
長
の
行
動
の
数
々
を
眺
め
て
み
る
と
、
物
の
怪
や
怨
霊

と
同
様
に
「
夢
」
に
対
し
て
も
恐
れ
を
抱
い
て
い
る
様
子
が
確
認
で
き
る
。
加

え
て
、
道
長
の
「
夢
」
に
対
す
る
「
怖
れ
」
の
意
識
が
、
藤
原
知
章
と
い
う
道

長
の
家
司
を
介
し
て
実
資
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、『
小
右
記
』
に
道
長
の

「
夢
」
内
容
ま
で
が
つ
ぶ
さ
に
記
さ
れ
る
に
至
る
点
に
も
注
目
し
た
い
。
こ
こ

に
お
い
て
道
長
―
知
章
（
家
司
）
―
実
資
と
い
う
、「
夢
」
を
伝
達
・
共
有
す

る
回
路
の
あ
る
こ
と
も
併
せ
て
指
摘
し
て
お
く
。

　

ま
た
、『
小
右
記
』
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
正
月
廿
四
日
条
に
「
早
旦
、
宰

相
來
云
、
昨
日
、
終
日
候
太
相
府
、
被
密
談
云
、
我
爲
右
將
軍
見
吉
夢
…
…
」

［
早
旦
、
宰
相
來
り
て
云
は
く
、「
昨
日
、
終
日
太
相
府
候
ふ
に
、
密
談
せ
ら
れ
て
云

は
く
、『
我
、
右
將
軍
の
爲
に
吉
夢
を
見
る
…
…
』」］
と
、
道
長
が
実
資
に
関
す
る

吉
夢
を
見
て
、
そ
れ
を
資
平
経
由
で
実
資
に
伝
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

	

明
救
・
賴
命
、
丑
時
。

	
八
月
、
寅
時
。

	
�［

夜
を
通
じ
て
雨
降
る
。
曉
方
に
两
度
の
夢
想
有
り
。
終
日
雨
降
る
。
申

の
時
家
の
請
印
を
初
む
。
知
章
朝
臣
文
三
枚
を
申
し
行
ふ
。
明
救
・
賴
命
、

丑
の
時
。
八
月
、
寅
の
時
。］

（『
御
堂
関
白
記
』
長
和
二
年
〔
一
〇
一
三
〕
二
月
廿
六
日
条
）

ロ　

�

早
旦
、
出
河
原
解
除
。
近
江
守
來
語
次
云
、
去
月
廿
六
日
夜
、
左
府

見
可
被
重
愼
之
夢
。
ゝ
寤
詣
佛
前
、
被
致
祈
請
。
夜
中
、
重
示
八
月

重
厄
之
由
…
…
。

	
�［

早
旦
、河
原
に
出
で
て
解
除
す
。
近
江
守
來
る
次
に
語
り
て
云
は
く
、「
去

る
月
の
廿
六
日
の
夜
、
左
府
重
ね
て
愼
ま
る
る
べ
き
の
夢
を
見
る
。
夢
寤

め
て
佛
前
に
詣
で
、
祈
請
致
さ
る
。
夜
中
、
重
ね
て
八
月
重
厄
の
由
を
示

す
…
…
。」］�

（『
小
右
記
』
長
和
二
年
〔
一
〇
一
三
〕
三
月
一
日
条
）

　

右
に
挙
げ
た
道
長
の
日
記
「
イ
」
に
は
、
道
長
が
二
度
の
不
吉
な
「
夢
」
を

見
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
夢
」
の
後
、
道
長
は
「
従
今
夜
、
以
明

救
僧
都
、
令
修
善
。
是
依
夢
想
也
。
宿
堂
」［
今
夜
よ
り
、
明
救
僧
都
を
以
て
、

修
善
せ
し
む
。
是
れ
夢
想
に
依
る
な
り
。
堂
に
宿
す
］（
長
和
二
年
〔
一
〇
一
三
〕
三

月
三
日
条
）・「
明
救
僧
都
修
善
結
願
、
夜
来
宿
堂
」［
明
救
僧
都
、
修
善
結
願
す

る
に
、
夜
来
て
堂
に
宿
す
］（
長
和
二
年
〔
一
〇
一
三
〕
三
月
十
日
条
）
と
あ
る
よ



44

ら
ざ
る
に
依
り
て
他
行
せ
ず
］�

（
長
保
元
年
〔
九
九
九
〕
六
月
三
日
条
）

ホ　

�

依
有
愼
所
不
參
御
齋
會
。
人
夢
想
耳
。
仰
修
理
職
、
命
御
齋
會
講
師

興真　

房
中
雜
物
等
送

	
�［

愼
む
所
有
る
に
よ
り
御
齋
會
に
參
ら
ず
。
人
の
夢
想
の
み
。
修
理
職
に

仰
せ
、
御
齋
會
講
師

興真
の
房
中
に
雜
物
等
を
送
ら
し
む
］

（
寛
弘
元
年
〔
一
〇
〇
四
〕
正
月
八
日
条
）

ヘ　

�

巳
時
以
前
、
雨
降
。
午
後
、
天
晴
。
従
前
僧
正
許
、
以
圓
觀
消
息
。

只
今
參
間
、
一
條
橋
下
覆
車
、
面
所
ゝ
有
損
所
。
及
未
到
、
奇
思
不

少
。
依
夢
想
不
閑
、
不
能
參
。
自
明
日
參
可
聞
事
ゝ

	
�［

巳
の
時
以
前
、
雨
降
る
。
午
後
、
天
晴
る
。
前
の
僧
正
の
許
よ
り
、
圓

觀
を
以
て
消
息
す
。
只
今
參
る
間
、
一
條
橋
の
下
に
車
を
覆
し
、
面
所
所

損
ず
る
所
有
り
。
未
だ
到
ら
ざ
る
に
及
び
、
奇
し
く
思
ふ
こ
と
少
な
か
ら

ず
。
夢
想
閑
か
な
ら
ざ
る
に
依
り
て
、
參
る
こ
と
能
は
ず
。
自
ら
明
日
參

り
て
事
事
を
聞
ゆ
べ
し
］�

（
寛
弘
元
年
〔
一
〇
〇
四
〕
六
月
五
日
条
）

ト　
�

右
衞
門
督
示
云
、
中
宮
參
大
原
野
給
事
如
何
、
或
者
夢
想
有
告
云
ゝ

…
［
中
略
］
…
仍
延
引

	
�［

右
衛
門
督
示
し
て
云
は
く
、
中
宮
大
原
野
に
参
り
給
ふ
事
は
如
何
、
或

る
者
夢
想
に
告
げ
有
り
云
云
…
…
仍
り
て
延
引
す
］

道
長
と
実
資
の
間
に
知
章
・
資
平
が
介
入
す
る
の
は
、
双
方
の
身
分
差
や
疎
遠

さ（
8
）が

関
係
し
て
い
よ
う
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
知
章
を
介
し
て
道
長
が
、

こ
こ
で
の
「
夢
」
に
「
怖
れ
」
の
意
識
を
抱
い
て
い
る
さ
ま
を
知
り
自
分
の
日

記
に
ま
で
記
す
実
資
の
行
為
と
、
資
平
を
介
し
て
で
も
実
資
へ
「
夢
」
を
伝
え

よ
う
と
し
て
い
る
道
長
の
態
度
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
を
介
せ
ざ
る
を
得
な

い
相
手
と
、
あ
え
て
「
夢
」
を
把
握
し
た
り
共
有
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
と
こ

ろ
に
は
、
当
時
の
夢
観
―
―
「
夢
」
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
る
あ
る
種
の
連
携

意
識
―
―
が
示
さ
れ
て
い
る
と
見
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
無
論
、
こ
の
連
携

意
識
の
醸
成
に
は
、「
吉
夢
の
希
求
」
と
「
悪
夢
へ
の
恐
れ
」
が
大
き
く
関

わ
っ
て
も
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
夢
」
を
契
機
と
し
た
連
携
意
識
が
確
認
で

き
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
御
堂
関
白
記
』
は
「
夢
」
の
詳
細
を
記
さ
な
い
特
徴
が
あ
る（

9
）。

当
該
日
記
で
は
、「
夢
」
の
記
事
が
十
七
例（

10
）

あ
る
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
十
例
が

「
夢
」
を
口
実
に
外
出
を
取
り
や
め
る
（
延
期
含
）
も
の
で
あ
っ
た
。

ハ　

�

天
晴
。
有
諸
社
奉
幣
事
。
而
依
夢
想
不
宜
不
參

	
�［

天
晴
る
。
諸
社
奉
幣
の
事
有
り
。
而
る
に
夢
想
宜
し
か
ら
ざ
る
に
依
り

て
參
ら
ず
］�

（
長
保
元
年
〔
九
九
九
〕
二
月
廿
日
条
）

ニ　

�

仁
和
寺
故
大
僧
正
法
事
也
。
仍
送
僧
前
、
依
夢
想
不
冝
不
他
行

	�
［

仁
和
寺
故
大
僧
正
の
法
事
な
り
。
僧
前
送
る
に
仍
り
て
、
夢
想
冝
し
か
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ヲ　

依
夢
想
無
他
行
。
従
院
被
仰
御
心
地
悩

	

［
夢
想
に
依
り
て
他
行
無
し
。
院
よ
り
御
心
地
悩
ま
し
と
仰
せ
ら
る
］

（
長
和
五
年
〔
一
〇
一
六
〕
八
月
廿
七
日
条
）

　

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
『
御
堂
関
白
記
』
に
限
ら
ず
、『
小
右
記
』
永
観
三
年

（
九
八
五
）
六
月
十
五
日
条
に
も
「
依
夢
想
告
不
參
内
…
…
」［
夢
想
に
依
り
て

參
内
せ
ぬ
こ
と
を
告
ぐ
…
…
］
と
見
ら
れ
る
こ
と
等
か
ら
、
当
時
の
貴
族
社
会

に
お
い
て
普
遍
的
な
出
来
事
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、『
御
堂
関
白

記
』
の
「
夢
」
の
半
数
以
上
が
外
出
を
取
り
や
め
る
口
実
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
中
で
も
「
ホ
」「
ト
」「
チ
」「
ヌ
」「
ル
」
の
波
線
部

に
あ
る
よ
う
に
、
自
身
（
道
長
）
等
に
関
係
す
る
不
吉
な
「
夢
」
を
第
三
者
か

ら
告
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
危
険
回
避
の
た
め
外
出
を
取
り
や
め
る
と
い
っ

た
特
異
な
パ
タ
ー
ン
の
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
こ
で
の
「
人
」
表
現
に

関
し
て
は
誰
を
指
す
の
か
諸
説
が
あ
る
。
加
藤
静
子
・
中
嶋
朋
恵（

11
）

は
、「
近
親

者
か
或
い
は
乳
母
子
の
よ
う
な
ご
く
身
近
な
召
し
使
い
で
で
も
あ
ろ
う
か
」
と

し
て
お
り
、『
御
堂
関
白
記
全
注
釈
』
寛
弘
六
年
（
一
〇
〇
九
）
九
月
五
日
条

の
頭
注
で
は
、「
妻
の
倫
子
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
ト
」

の
「
或
者
」
は
、
右
衛
門
督
藤
原
斉
信
が
道
長
に
進
言
し
た
際
に
示
さ
れ
た
人

物
で
あ
り
、
身
近
な
者
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
道

長
に
と
っ
て
信
頼
関
係
の
厚
い
者
と
の
「
夢
」
を
介
し
た
連
携
意
識
の
あ
る
こ

と
が
当
該
記
事
か
ら
読
み
取
れ
る（

12
）。

（
寛
弘
元
年
〔
一
〇
〇
四
〕
八
月
廿
二
日
条
）

チ　

天
晴
。
欲
參
内
間
、
人
夢
想
不
宜
者
、
不
參

	
�［

天
晴
る
。
内
に
参
ら
ん
と
欲
す
る
間
、
人
の
夢
想
宜
し
か
ら
ず
、
て
へ

れ
ば
、
参
ら
ず
］�

（
寛
弘
元
年
〔
一
〇
〇
四
〕
十
月
六
日
条
）

リ　

�

帥
許
示
送
。
今
日
可
奏
一
品
宮
御
慶
由
、
昨
日
聞
。
而
今
夜
夢
想
不

宜
。
物
忌
内
又
有
此
事
。
早
參
給
可
被
奏

	
�［

帥
の
許
に
示
し
送
る
。
今
日
一
品
宮
の
御
慶
を
奏
す
べ
き
の
由
、
昨
日

聞
く
。
而
る
に
今
夜
の
夢
想
宜
し
か
ら
ず
。
物
忌
の
内
に
又
此
の
事
有
り
。

早
く
参
り
給
ひ
て
奏
せ
ら
る
べ
し
］

（
寛
弘
四
年
〔
一
〇
〇
七
〕
正
月
廿
三
日
条
）

ヌ　

雨
降
。
欲
陣
定
、
雨
下
内
、
人
依
不
夢
想
閑
、
不
參

	�
［

雨
降
る
。
陣
定
を
せ
ん
と
す
る
に
、
雨
下
が
る
内
、
人
の
夢
想
閑
か
な

ら
ざ
る
に
依
り
て
、
参
ら
ず
］�（
寛
弘
六
年
〔
一
〇
〇
九
〕
九
月
五
日
条
）

ル　

依
有
人
夢
想
、
籠
居
物
忌

	

［
人
の
夢
想
有
る
に
依
り
て
、
物
忌
に
籠
居
す
］

（
寛
弘
八
年
〔
一
〇
一
一
〕
十
一
月
七
日
条
）
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の
夢
想
な
り
］（『
小
右
記
』
萬
壽
二
年
〔
一
〇
二
五
〕
八
月
九
日
条
）
と
、
嬉
子
の

蘇
生
を
「
夢
」
に
ま
で
見
る
道
長
の
様
子
が
実
資
の
日
記

0

0

0

0

0

に
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

と
も
あ
れ
、
当
該
記
事
か
ら
は
、
道
長
の
政
権
基
盤
の
翳
り
を
い
ち
早
く
察

知
し
た
周
辺
貴
族
た
ち
が
、
小
一
条
院
の
女
房
の
見
た
道
長
に
関
す
る
不
吉
な

「
夢
」
情
報
を
巧
み
に
利
用
し
な
が
ら
、
道
長
の
行
く
末
を
あ
れ
こ
れ
と
噂
す

る
特
異
な
観
念
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
の
「
夢
」
か
ら
は
、
周

囲
の
貴
族
た
ち
に
よ
る
道
長
に
対
す
る
「
夢
」
を
介
し
た
暴
力
的
行
為（

13
）す

ら
読

み
取
れ
て
く
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
夢
」
の
共
有
に
よ
る
信
頼
関
係
の
構
築
は
君
臣
関
係
の
「
夢
」

に
も
顕
著
で
あ
る
。
例
え
ば
一
条
天
皇
の
見
た
「
夢
」（『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘

元
年
〔
一
〇
〇
四
〕
七
月
十
一
日
条
）
で
は
、
一
条
天
皇
が
酒
を
飲
む
「
夢
」
を

見
た
と
述
べ
た
際
、
道
長
は
〝
雨
下
る
か
〟
と
夢
解
き
を
し
た
と
こ
ろ
、
天
皇

の
機
嫌
が
良
く
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
道
長
の
夢
解
き
は
、
一
条
天
皇
が

「
夢
」
を
得
る
前
日
に
旱
の
た
め
雨
乞
い
の
儀
式
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま

え
た
上
で
の
こ
と
で
あ
っ
た（

14
）。

貴
族
社
会
で
生
き
抜
く
た
め
に
は
、「
円
満
な

君
臣
関
係
」
を
築
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
一
手
段
と

し
て
「
夢
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
当
時
の
貴
族
た

ち
が
「
夢
」「
現
」
双
方
の
世
界
に
お
い
て
常
に
周
囲
の
動
向
に
気
を
配
り
、

自
身
の
取
る
べ
き
行
動
を
決
め
て
ゆ
く
「
共
同
体
」
の
中
で
生
き
て
い
た
実
態

が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
夢
」
を
媒
介
と
し
た
連
携
意
識
が
窺
え
る
記
事
は
、『
御
堂

関
白
記
』
以
外
の
漢
文
日
記
中
に
も
散
見
す
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
『
小
右

記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
小
一
条
院
の
女
房
が
見
た
道
長
の
子
ど
も
の
死
に
関

す
る
「
夢
」
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
…
…
或
云
、
前
日
、
院
女
房
夢
。

入
道
殿
男
子
・
女
子
可
死
者
、
尚
侍
相
合
夢
想
。
其
後
、
關
白
以
下
有
恐
懼

云
ゝ
、
而
有
此
恠
如
何
云
ゝ
」［
…
…
或
る
云
は
く
、
前
日
、
院
の
女
房
夢
む
。
入

道
殿
の
男
子
・
女
子
死
ぬ
べ
く
は
、
尚
侍
の
夢
想
に
相
ひ
合
は
す
。
其
の
後
、
關
白

以
下
恐
懼
有
り
云
云
、
此
の
恠
有
る
は
如
何
云
云
］（『
小
右
記
』
萬
壽
二
年

〔
一
〇
二
五
〕
十
月
廿
日
条
）
と
あ
る
よ
う
に
、
小
一
条
院
の
女
房
の
見
た
「
夢
」

は
、
関
白
道
頼
以
下
の
者
た
ち
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
夢
」

は
、
道
長
の
娘
で
あ
り
小
一
条
院
の
妃
で
も
あ
っ
た
寛
子
の
死
（『
小
右
記
』
萬

壽
二
年
〔
一
〇
二
五
〕
七
月
九
日
条
）
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
夢
主
が

小
一
条
院
の
女
房
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
寛
子
の
死
と
い
う
衝
撃
的
な
出
来
事
に

よ
り
道
長
の
子
ど
も
の
死
と
い
う
「
夢
」
を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
同
年
八
月
に
は
東
宮
敦
良
の
妃
と
な
っ
た
嬉
子
が
親
仁
親
王
を
出
産
後

死
去
し
て
い
る
（『
小
右
記
』
萬
壽
二
年
〔
一
〇
二
五
〕
八
月
五
日
条
）。
嬉
子
の

死
は
、
出
産
直
前
に
赤
班
瘡
に
か
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が

（『
小
右
記
』
萬
壽
二
年
〔
一
〇
二
五
〕
七
月
廿
九
日
条
）、
と
も
か
く
萬
壽
二
年
と

い
う
年
は
、
道
長
の
権
力
を
脅
か
す
凶
事
が
相
次
い
で
起
こ
っ
て
お
り
、
道
長

自
身
も
か
な
り
の
心
的
打
撃
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
様
子
は
、

「
昨
夜
、
尚
侍
可
蘇
生
、
是
禪
門
夢
想
」［
昨
夜
、
尚
侍
蘇
生
す
べ
し
。
是
れ
禪
門
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族
と
、身
の
潔
白
を
証
明
す
る
た
め
に
須
磨
退
居
を
し
た
源
氏
を
中
心
に
「
夢
」

の
共
有
意
識
が
描
か
れ
る
。
源
氏
の
須
磨
退
居
は
、
遡
る
「
若
紫
」
巻
に
お
い

て
「
違
ひ
目
」（
①
二
三
三
）
と
予
言
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
す

な
わ
ち
、『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
「
夢
」
を
共
有
す
る
意
識
の
発
動
し
て
い

る
者
た
ち
は
、
共
通
す
る
「
違
ひ
目
」
に
遭
い
な
が
ら
も
、
そ
こ
か
ら
「
夢
」

を
軸
と
し
て
王
権
へ
の
足
が
か
り
を
築
き
上
げ
、
栄
達
そ
し
て
栄
華
を
極
め
て

ゆ
こ
う
と
す
る
特
徴
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
源
氏
と
明
石
一
族
は
、「
夢
」

を
共
有
し
よ
う
と
し
な
い
特
異
な
一
面
も
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
点
に
つ
い

て
は
後
に
述
べ
る
。

　
『
源
氏
物
語
』
と
同
じ
く
男
性
主
人
公
で
あ
り
王
権
に
深
く
関
わ
る
物
語
で

あ
る
『
狭
衣
物
語
』
に
至
っ
て
は
、
明
石
一
族
と
は
異
な
り
、
一
族
を
中
心
と

し
た
複
数
の
「
夢
」
を
殊
更
に
語
り
伝
え
共
有
し
合
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る（

17
）。

堀
河
の
大
臣
は
、「
夢
」
に
賀
茂
明
神
が
現
れ
た
こ

と
（
巻
④
二
〇
七
）
に
つ
い
て
、
す
ぐ
さ
ま
北
の
方
に
語
り
、
北
の
方
は
「
院

の
御
前
ば
か
り
に
は
、
こ
の
御
夢
を
語
り
ま
う
さ
せ
た
ま
ひ
に
け
り
」（
巻
④

二
一
三
）、「
あ
り
し
御
夢
の
こ
と
な
ど
、
上
ぞ
く
わ
し
う
語
り
た
ま
ひ
け
る
」

（
巻
④
二
一
八
）
と
、
子
と
し
て
位
置
付
け
可
能
な
狭
衣
大
将
に
語
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
「
夢
」
は
、
狭
衣
の
出
家
を
や
め
さ
せ
る
よ
う
暗
示
す
る
も
の
と
、

後
に
狭
衣
が
帝
位
に
就
く
こ
と
を
暗
示
す
る
と
い
っ
た
二
つ
の
告
げ
が
示
さ
れ

て
い
る
の
だ
が
、
堀
河
の
大
臣
が
「
夢
」
の
真
意
に
気
付
い
て
い
な
い
点
は
注

目
に
値
す
る（

18
）。『

狭
衣
物
語
』
で
は
、「
夢
」
の
真
意
追
究
よ
り
も
、
主
に
一
族

（
二
）文
学
作
品
に
見
ら
れ
る
「
夢
」
の
共
有
意
識

　

こ
の
よ
う
な
「
夢
」
の
共
有
意
識
は
、
文
学
作
品
中
に
お
い
て
も
描
か
れ
て

い
る（

15
）。

例
え
ば
、
人
を
介
し
て
「
夢
」
の
真
意
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
〝
夢
合
わ
せ
〟。『
風
土
記
』（「
逸
文
〔
摂
津
の
国
〕」
夢
野　

刀
我
野
）
に
お

い
て
「
詐
り
相
せ
て
曰
は
く
」（
四
二
八
頁
）・「
刀
我
野
に
立
て
る
真
牡
鹿
も

夢
相
の
ま
に
ま
に
」（
四
二
八
頁
）
と
あ
る
よ
う
な
、「
夢
」
を
（
妻
の
嫉
妬
に

よ
り
）
意
図
的
に
悪
く
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
凶
夢
に
転
じ
て
し
ま
う

パ
タ
ー
ン
の
存
在
は
注
目
に
値
す
る（

16
）。

そ
こ
に
は
、「
夢
」
を
他
者
と
共
有
す

る
感
覚
が
描
か
れ
つ
つ
も
、『
枕
草
子
』（
二
五
八
段
「
う
れ
し
き
も
の
」）
に
、

「
い
か
な
ら
む
と
思
ふ
夢
を
見
て
、
お
そ
ろ
し
と
胸
つ
ぶ
る
る
に
、
こ
と
に
も

あ
ら
ず
合
は
せ
な
し
た
る
、
い
と
う
れ
し
」（
三
八
七
頁
）
と
あ
る
よ
う
な
、

「
夢
」
の
真
意
に
恐
れ
を
な
す
当
時
の
人
々
の
感
覚
意
識
が
示
さ
れ
て
も
い
る
。

加
え
て
、『
日
本
書
紀
』（
巻
第
五
「
崇
神
天
皇
」）
で
の
「
倭
迹
速
神
浅
茅
原
目

妙
姫
・
穂
積
臣
が
遠
祖
大
水
口
宿
禰
・
伊
勢
麻
積
君
」（
二
七
三
頁
）
は
、
と

も
に
同
じ
「
夢
」
を
見
た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
天
皇
に
奏
上
し
て
い
る
。
そ

こ
か
ら
は
、「
夢
」
を
複
数
の
人
物
で
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
も
の
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
感
覚
意
識
の
萌
芽
が
窺
え
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
感
覚
意
識
は
、
物
語
の
ジ
ャ
ン
ル
に
至
っ
て
、
主
に

政
権
か
ら
一
度
弾
き
出
さ
れ
た
者
た
ち
が
返
り
咲
い
て
ゆ
く
際
の
原
動
力
の
一

つ
と
し
て
描
か
れ
る
特
色
を
創
り
出
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。『
源
氏

物
語
』
で
は
、「
違
ひ
目
」（
若
菜
上
④
一
二
八
）
に
よ
り
都
を
離
れ
た
明
石
一
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（
三
）一
族
繁
栄
の
行
方
―
―
子
出
生
の
「
夢
」

　

身
近
な
人
に
関
す
る
「
夢
」
を
第
三
者
が
見
る
現
象
は
、
物
語
の
分
野
に
お

い
て
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
主
に
子
出
生
の
「
夢
」
に
顕
著
で
あ
る
。

『
う
つ
ほ
物
語
』「
俊
蔭
」
巻
で
は
、
俊
蔭
の
娘
の
男
児
出
産
の
際
に
、
奉
仕
し

て
い
る
嫗
が
子
出
生
の
「
夢
」
を
見
、『
源
氏
物
語
』
で
は
明
石
入
道
・
源
氏
・

柏
木
と
い
う
、
母
側
で
は
な
く
父
側
が
子
出
生
の
「
夢
」
を
見
て
い
る
。
物
語

で
は
、
母
の
抱
く
懊
悩
や
父
に
よ
る
功
罪
の
意
識
を
克
明
に
描
き
出
す
契
機
と

し
て
子
出
生
の
「
夢
」
が
機
能
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る（

19
）。

そ
し
て
、
そ
の
精
神

の
も
と
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
漢
文
日
記
に
記
さ
れ
る
父
や
第
三
者
に
顕

現
し
た
子
出
生
の
「
夢
」
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
と
考
え
る
。

ワ　

�

又
有
立
願
事
、　
乞
女
兒
祈
願

也
、
具
載
願
書
。　

丑
時
許
、
歸
房
之
後
、
有
可
給
子
之
夢

想
。
不
能
具
注

	
�［

又
立
願
の
事
有
り
て
、
女
兒
を
乞
ふ
祈
願
な

り
、
具つ

ぶ
さ

に
願
書
に
載
す
。　

丑
時
許ば
か
り、
房
に
歸
る
の
後
、
子

を
給
は
る
べ
き
夢
想
有
る
。
具
に
注
す
能
は
ず
］

（『
小
右
記
』
正
暦
元
年
〔
九
九
〇
〕
九
月
八
日
条
）

カ　
�

此
夜
、
夢
在
陣
邊
。
諸
僧
宿
德
多
參
入
。
申
中
宮
御
懷
妊
之
慶
。
自

問
男
女
、
答
男
也
云
々
。
又
、
夢
後
凉
殿
南
屏
顚
倒

	
�［

此
夜
、
夢
に
陣
の
邊
り
に
在
り
。
諸
僧
の
宿
德
多
く
參
入
す
。
中
宮
御

懷
妊
の
慶
び
を
申
す
。
自
ら
男
女
を
問
ふ
に
、「
男
な
り
」と
答
ふ
云
々
。
又
、

間
で
「
夢
」
を
共
有
す
る
意
識
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。
す
な

わ
ち
、『
狭
衣
物
語
』
で
は
、
真
意
は
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
り
つ
つ
も
、「
夢
」

を
一
族
で
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
後
に
は
狭
衣
が
帝
位
に
就
く
こ
と
で
一

族
が
栄
華
を
果
た
す
、
と
い
う
物
語
に
特
異
な
〝
夢
実
現
の
共
同
体
〟
意
識
を

見
事
に
描
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
俗
信
等
を
人
々
に
語
り
伝
え
共
有
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
を
主
眼
と
す
る
説
話

文
学
や
宗
教
に
お
い
て
、
夢
観
は
よ
り
深
化
さ
れ
た
か
た
ち
で
表
現
さ
れ
る
。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』「
巻
第
十
三
（
五　

夢
買
ふ
人
の
事
）」
で
の
「
夢
を
人
に
聞

か
す
ま
じ
き
な
り
と
言
ひ
伝
へ
け
る
」
や
、
宰
相
局
が
友
人
か
ら
「
夢
」
を
買

い
取
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
後
に
宇
治
殿
の
思
わ
れ
人
と
な
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ

る
『
沙
石
集
』「
七
十
」
で
は
、「
夢
」
に
ま
つ
わ
る
伝
承
を
人
々
の
間
で
共
有

し
、
一
つ
の
思
想
を
創
り
上
げ
て
ゆ
く
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
だ
が
そ
の
一
方

で
、
説
話
文
学
に
は
教
訓
面
も
付
加
さ
れ
て
お
り
、
深
い
思
慮
も
な
く
吉
夢
を

語
っ
て
し
ま
う
と
、
奪
い
取
ら
れ
て
し
ま
う
危
険
性
の
あ
る
こ
と
も
同
時
に
伝

え
て
い
る
。
夢
主
が
誰
に
語
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
成
り
行
き
も
変
わ
る

の
だ
と
し
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

　

概
し
て
、
文
学
作
品
中
の
〝
夢
実
現
の
共
同
体
〟
は
、
夢
主
の
行
動
次
第

（
誰
に
語
る
の
か
）
で
、
そ
の
結
末
が
い
か
よ
う
に
も
な
る
危
う
い
記
号
と
し
て

機
能
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
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明石一族を取り巻く「夢」

天
皇
・
道
長
両
者
の
信
任
を
得
な
が
ら
も
苦
し
い
立
場
に
立
た
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
の
最
中
で
、
行
成
は
中
宮
彰
子
懐
妊
の
「
夢
」
を
見
た
の
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
後
に
見
た
「
夢
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
、
後
涼
殿
の
南
屏

が
顛
倒
し
た
様
子
は
、
ま
さ
に
行
成
の
心
的
苦
悩
の
現
れ
で
あ
ろ
う（

22
）。

彰
子
の

男
児
誕
生
は
、
一
条
天
皇
と
道
長
と
の
間
を
強
化
す
る
役
割
を
果
た
し
、
宮
廷

の
安
定
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
後
に
譲
位
を
め
ぐ
っ

て
一
条
天
皇
の
推
す
定
子
所
生
の
敦
康
親
王
と
拮
抗
す
る
人
物
と
な
る
こ
と
が

目
に
見
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
行
成
は
複
雑
な
心
境
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
れ
は
、「
夢
」
の
中
で
生
ま
れ
て
く
る
御
子
が
男
児
か
女
児
か
を
気
に
か
け
、

そ
の
返
答
が
男
児
を
示
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ま
た
、
行
成
は
室
女
（
妻
）
の
見
た
「
夢
」
を
記
し
て
も
い
る
。『
権
記
』

長
保
四
年
（
九
九
三
）
二
月
九
日
条
に
「
今
夜
、
室
女
夢
與
余
共
見
明
月
」［
今

夜
、
室
女
夢
に
余
と
と
も
に
明
月
を
見
る
］
と
あ
り
、
月
に
関
す
る
「
夢
」
は
、

と
り
わ
け
子
出
生
に
関
わ
る
。『
源
氏
物
語
』
で
は
、
明
石
入
道
が
娘
明
石
御

方
の
生
ま
れ
る
際
に
「
月
日
の
光
」（
若
菜
上
④
一
一
三
）
と
、
子
出
生
を
暗
示

さ
せ
る
よ
う
な
「
夢
」
を
見
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
た
。
こ
の
頃
、
行
成
の
妻

は
懐
妊
し
て
お
り
、
同
年
十
月
十
四
日
に
女
児
を
出
産
し
て
い
る
（
二
日
後
の

十
六
日
条
に
「
母
子
之
命
、
一
日
忽
没
」［
母
子
の
命
、
一
日
に
し
て
忽
た
ち
ま
ち

没
す
］
と
、

母
子
と
も
に
絶
命
）。
妻
が
夫
と
と
も
に
月
を
眺
め
る
「
夢
」
を
見
た
出
来
事
を

あ
え
て
日
記
中
に
書
き
と
ど
め
た
行
成
の
真
意
は
、「
夢
」
に
見
え
た
「
明
月
」

を
懐
妊
暗
示
の
吉
夢
と
結
び
付
け
た
い
が
ゆ
え
で
あ
る
と
と
も
に
、
夫
で
あ
る

後
凉
殿
の
南
の
屏
の
顚
倒
す
る
を
夢
む
］

（『
権
記
』
寛
弘
五
年
〔
一
〇
〇
八
〕
三
月
十
九
日
条
）

　
「
ワ
」
は
、
父
で
あ
る
実
資
の
見
た
子
出
生
の
「
夢
」
で
あ
る
。
実
資
は

「
女
兒
之
大
願
」［
女
兒
の
大
願
］（
正
暦
元
年
〔
九
九
〇
〕
九
月
五
日
条
）・「
殊
祈

申
女
兒
願
」［
殊
に
女
兒
の
願
を
祈
り
申
す
］（
正
暦
元
年
〔
九
九
〇
〕
九
月
七
日

条
）
と
、
こ
の
頃
頻
繁
に
女
児
を
儲
け
る
大
願
を
立
て
て
い
た
。
ま
た
、
波
線

部
に
あ
る
よ
う
に
「
夢
」
内
容
を
記
さ
な
い
態
度
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

「
夢
」
を
口
外
す
る
と
成
就
し
な
い
と
す
る
当
時
の
夢
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
夢
主
で
あ
る
実
資
が
、
得
た
「
夢
」
に
対
し
て
細
心
の
注
意

を
払
う
様
子
が
窺
え
る（

20
）。

　
「
カ
」
は
、
中
宮
彰
子
懐
妊
に
関
す
る
「
夢
」
で
あ
る
。
傍
線
部
に
あ
る
よ

う
に
、
こ
こ
で
は
第
三
者
で
あ
る
行
成
が
二
度
「
夢
」
を
見
て
い
る
。
行
成
は
、

一
条
天
皇
と
道
長
の
両
方
か
ら
信
任
を
得
て
お
り（

21
）、

定
子
所
生
の
敦
康
親
王
別

当
を
務
め
た
り
、
一
条
天
皇
が
死
の
直
前
に
至
っ
て
譲
位
に
つ
い
て
行
成
に
相

談
を
す
る
な
ど
、
そ
の
間
柄
は
親
密
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
宮
廷
の
安
定
の
た
め

に
は
、
一
条
天
皇
と
道
長
の
関
係
強
化
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
、

行
成
は
中
宮
彰
子
所
生
の
敦
成
親
王
を
即
位
さ
せ
る
よ
う
説
得
を
す
る
様
子

（『
権
記
』
寛
弘
八
年
〔
一
〇
一
一
〕
五
月
廿
七
日
条
）
が
日
記
中
に
描
か
れ
て
い

る
。
行
成
は
敦
康
親
王
を
譲
位
さ
せ
た
い
と
す
る
一
条
天
皇
に
対
し
、
文
徳
天

皇
の
先
例
を
挙
げ
て
そ
の
思
い
を
諦
め
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
行
成
は
一
条
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源
氏
と
明
石
一
族
を
取
り
巻
く
「
夢
」
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。
明
石
入
道

は
、
孫
明
石
女
御
の
男
児
出
産
を
確
認
し
た
後
に
、
娘
明
石
御
方
へ
宛
て
た
手

紙
に
て
自
身
の
得
た
「
夢
」
＝
〝
一
族
栄
達
の
吉
夢
〟
を
打
ち
明
け
る
。
だ
が
、

こ
の
時
点
で
は
明
石
女
御
が
国
母
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
明
石
一
族
の
祈
願
が
達

成
さ
れ
て
は
い
な
い
。
入
道
が
、
祈
願
成
就
後
に
願
ほ
ど
き
を
す
る
よ
う
言
い

残
す
（
若
菜
上
④
一
一
四
）
と
こ
ろ
か
ら
は
、
当
該
「
夢
」
が
明
石
入
道
一
人

の
も
の
で
は
な
く
、
一
族
で
継
承
・
共
有
し
て
叶
え
て
ゆ
く
の
だ
と
す
る
態
度

が
見
て
取
れ
る
。
そ
の
後
、
明
石
御
方
は
娘
明
石
女
御
に
入
道
の
手
紙
の
存
在

を
知
ら
せ
、「
疎
き
人
に
は
な
漏
ら
さ
せ
た
ま
ひ
そ
」（
若
菜
上
④
一
二
三
）
と

固
く
注
意
を
促
す
。
親
か
ら
子
そ
し
て
孫
へ
と
語
り
継
が
れ
る
「
夢
」
は
、
明

石
一
族
に
と
っ
て
の
意
志
の
継
承
な
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
明
石
一
族
は
、
一
族
の
長
明
石
入
道
の
得
た
「
夢
」
を
共
有
し
て

語
り
伝
え
て
ゆ
く
方
針
を
と
っ
た
こ
と
で
、
栄
達
か
ら
栄
華
へ
と
昇
華
し
て
ゆ

く
足
が
か
り
を
新
た
に
構
築
し
た
の
で
あ
る（

25
）。

こ
の
、明
石
一
族
に
よ
る
「
夢
」

の
共
有
に
焦
点
を
あ
て
る
と
、
中
世
に
お
い
て
流
行
す
る
〝
夢
語
り
共
同
体
〟

の
概
念
が
物
語
に
底
流
し
て
い
る
こ
と
が
導
き
出
せ
て
く
る
。
そ
の
よ
う
な
視

点
か
ら
「
明
石
物
語
」
全
体
を
見
据
え
る
こ
と
に
よ
り
、
王
権
へ
と
競
り
上

が
っ
て
ゆ
く
明
石
一
族
の
志
向
が
よ
り
鮮
明
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
条
天
皇
と
道
長
に
見
ら
れ
た
「
夢
」
の
共
有
に
よ
り
も
た
ら

さ
れ
る
「
円
満
な
君
臣
関
係
」
と
も
い
え
る
や
り
と
り
は
、
明
石
入
道
の
源
氏

に
対
す
る
「
夢
」
の
や
り
と
り
に
近
似
す
る
も
の
が
あ
る
。
実
際
、
明
石
入
道

自
分
も
そ
の
「
夢
」
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
共
有
意
識
を
記
す
こ
と
で
、
一
族

繁
栄
の
兆
し
を
表
現
し
た
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
に
挙
げ
た
記
事
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
貴
族
社
会
で
は
子
の
誕
生
と

勢
力
争
い
と
が
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
入
内
を
さ
せ
る
た
め
の
女
子
そ
し
て

政
治
を
引
き
継
ぐ
男
子
の
存
在
が
家
の
存
続
に
は
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
家

の
進
退
を
左
右
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
御
産
と
い
う
出
来
事
は
、
貴
族

社
会
を
生
き
抜
く
者
た
ち
に
と
っ
て
大
願
を
立
て
る
等
し
て
渇
望
す
る
も
の
で

あ
り
、
時
に
は
妬
み
に
つ
な
が
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
様
子
は
『
源
氏
物

語
』
に
も
見
ら
れ
、
葵
上
が
無
事
出
産
し
た
こ
と
を
妬
む
物
の
怪
の
様
子
（
葵

②
四
十
一
）
そ
し
て
葵
上
の
御
産
に
よ
る
死
は
、
ま
さ
に
当
時
の
歴
史
的
背
景

を
踏
ま
え
て
の
も
の
で
あ
っ
た（

23
）。

　

こ
の
よ
う
な
、
実
資
や
行
成
と
い
っ
た
道
長
政
権
下
に
置
か
れ
て
い
る
貴
族

た
ち
の
様
々
な
心
境
が
反
映
さ
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
漢
文
日
記
で
の
「
夢
」

は
、
母
で
は
な
く
父
あ
る
い
は
第
三
者
が
子
出
生
の
「
夢
」
を
見
る
と
い
う
物

語
独
特
の
傾
向（

24
）

が
形
成
さ
れ
る
初
期
段
階
の
作
品
で
あ
る
『
源
氏
物
語
』
の

「
夢
」
へ
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

二
　
明
石
一
族
を
取
り
巻
く
複
数
の
「
夢
」

（
一
）〝
夢
実
現
の
共
同
体
〟
意
識

　

前
節
ま
で
の
、
漢
文
日
記
に
お
け
る
「
夢
」
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
た
上
で
、
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一
方
で
、
明
石
入
道
も
一
族
栄
達
の
「
夢
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
現
が
ほ

ぼ
確
実
視
（
東
宮
第
一
皇
子
の
誕
生
）
さ
れ
る
ま
で
源
氏
に
も
肉
親
に
も
明
か

さ
な
か
っ
た
。
朱
雀
帝
と
源
氏
の
「
夢
」
に
至
っ
て
は
、
語
り
合
っ
て
共
有
す

る
と
い
う
現
象
に
さ
え
至
っ
て
い
な
い
。

　
『
源
氏
物
語
』
で
は
、「
夢
」
を
あ
え
て
共
有
し
な
い
手
法
を
と
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
後
の
物
語
展
開
を
構
築
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

（
二
）源
氏
と
明
石
入
道
の
「
夢
」
―
―
「
夢
」
の
共
有
／
非
共
有

　
『
源
氏
物
語
』
で
は
、
夢
主
の
得
た
「
夢
」
に
つ
い
て
、
関
係
者
や
周
囲
の

者
た
ち
と
共
有
す
る
か
否
か
を
書
き
分
け
る
「
夢
」
の
共
有
／
非
共
有
の
構
造

と
い
う
方
法
で
描
き
出
す
こ
と
に
よ
り
、
物
語
を
展
開
さ
せ
る
方
法
を
創
り
出

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
明
石
物
語
」
に
顕
著
で
あ
る（

26
）。

と
り
わ

け
、
源
氏
の
須
磨
退
居
か
ら
政
権
復
帰
の
描
か
れ
る
「
須
磨
」「
明
石
」
巻
に

お
い
て
複
数
の
「
夢
」
が
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
夢
主
た
ち
に
着
目
す
る
と
、

救
う
者
と
救
わ
れ
る
者
（
明
石
入
道
と
源
氏
・
故
桐
壺
院
と
源
氏
）
と
い
っ
た
対

構
造
を
な
し
て
お
り
、
か
つ
、
同
一
の
も
の
（
明
石
入
道
と
源
氏
は
異
形
の
も

の
・
朱
雀
院
と
源
氏
は
故
桐
壺
院
）
が
「
夢
」
に
現
れ
る
と
い
っ
た
特
異
な
構
造

を
も
有
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
同
種
の
夢
は
、
語
り
合
い
共
有
す
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
描
か
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
だ
が（

27
）、「

明
石
物
語
」
で
は
、
語
り

合
っ
て
共
有
す
る
場
面
が
描
か
れ
な
い
―
―
「
夢
」
の
非
共
有
―
―
傾
向
が
見

ら
れ
る
。

は
道
長
と
同
様
に
、
相
手
と
「
夢
」
を
共
有
す
る
方
法
を
と
っ
た
こ
と
で
互
い

の
距
離
を
縮
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
の
だ
。

　

そ
し
て
、
源
氏
の
須
磨
退
居
時
に
描
か
れ
る
複
数
の
「
夢
」
は
個
々
の
も
の

で
は
な
く
、
複
数
の
人
物
の
「
夢
」
に
同
一
の
も
の
0

0

が
現
れ
る
と
い
っ
た
特
徴

が
見
ら
れ
る
。
明
石
入
道
と
源
氏
の
「
夢
」
に
は
、
同
じ
異
形
の
者
が
し
き
り

に
現
れ
、
源
氏
と
朱
雀
帝
の
「
夢
」
に
は
、
故
桐
壺
院
が
現
れ
た
。
な
ぜ
、
あ

た
か
も
夢
主
同
士
が
「
夢
」
を
共
有
す
る
よ
う
な
描
写
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

源
氏
と
明
石
入
道
・
源
氏
と
朱
雀
帝
の
「
夢
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
よ
う
な
夢

構
造
（
以
下
、同
種
の
夢
と
記
す
）
と
な
っ
て
い
る
。
複
数
の
人
々
が
同
じ
「
夢
」

を
見
る
と
、
前
掲
『
日
本
書
紀
』
の
三
人
同
夢
の
よ
う
に
、
見
た
「
夢
」
を
語

り
共
有
す
る
現
象
が
起
こ
る
傾
向
に
あ
る
。

　

だ
が
、『
源
氏
物
語
』
で
は
『
狭
衣
物
語
』
の
様
子
と
異
な
り
、
必
ず
し
も

周
囲
の
者
と
「
夢
」
を
語
り
合
い
共
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
明
石
入
道

は
、「
明
石
」
巻
に
て
明
石
の
浦
か
ら
源
氏
を
迎
え
に
き
た
経
緯
に
つ
い
て
、

得
た
「
夢
」
の
内
容
を
源
氏
に
語
る
が
、
源
氏
は
得
た
「
夢
」（
故
桐
壺
院
の

「
夢
」）
を
語
ら
ず
沈
黙
す
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、「
若
紫
」
巻
で
の
「
夢
」
も

最
後
ま
で
明
石
入
道
に
は
語
ら
な
い
。
こ
の
「
夢
」
は
、
夢
解
き
の
者
に
よ
り

源
氏
の
「
違
ひ
目
」（
若
紫
①
二
三
三
）
す
な
わ
ち
須
磨
退
居
を
予
言
さ
れ
て
も

お
り
、
明
石
入
道
の
父
大
臣
の
「
違
ひ
目
」（
若
菜
上
④
一
二
八
）
＝
都
か
ら
の

追
放
と
連
動
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
「
若
紫
」
巻
で
の
「
夢
」
も
明
石
入
道

と
共
有
す
べ
き
「
夢
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
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を
知
っ
て
も
い
た
（
若
紫
①
二
〇
三
～
二
〇
四
）。
と
す
る
と
、「
夢
」
を
理
由

に
源
氏
に
近
づ
い
て
く
る
し
た
た
か
な
明
石
入
道
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

ま
た
さ
ら
に
、
源
氏
は
入
道
の
「
夢
」
と
自
身
の
「
夢
」
と
が
、
あ
た
か
も
呼

応
関
係
に
あ
る
よ
う
な
状
態
か
ら
、
か
つ
て
の
「
若
紫
」
巻
で
の
夢
占
い
で
示

さ
れ
た
「
違
ひ
目
」
と
い
う
予
言
を
も
思
い
合
わ
せ
た
の
で
は
な
い
か
。
す
な

わ
ち
、「
違
ひ
目
」
が
契
機
と
な
っ
て
出
会
う
女
君
―
―
「
若
紫
」
巻
で
「
海

竜
王
の
后
に
な
る
べ
き
い
つ
き
む
す
め
」（
二
〇
四
頁
）
と
人
々
か
ら
揶
揄
さ

れ
て
い
た
女
君
―
―
に
よ
り
運
命
が
切
り
拓
か
れ
る
可
能
性
を
源
氏
は
予
感
し
、

そ
れ
を
受
け
入
れ
か
ね
て
い
る
態
度
を
示
す
手
段
と
し
て
、
明
石
入
道
へ
自
身

の
「
夢
」
を
語
ら
な
い
措
置
を
と
っ
た
と
考
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
先
述
の

よ
う
に
、
源
氏
と
明
石
入
道
に
は
、「
違
ひ
目
」
と
い
う
、
政
権
か
ら
弾
き
出

さ
れ
る
事
態
が
共
通
し
て
見
ら
れ
た
。
そ
の
二
者
の
「
夢
」
が
共
鳴
し
合
お
う

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
故
桐
壺
院
が
源
氏
の
「
夢
」
に
現
れ
救
い
の

手
を
差
し
伸
べ
る
と
こ
ろ
と
明
石
入
道
が
源
氏
に
娘
の
存
在
を
打
ち
明
け
る
と

こ
ろ
に
共
通
し
て
「
住
吉
の
神
」（
明
石
②
二
二
九
・
二
四
五
）
が
関
わ
っ
て
い

る
の
も
見
逃
せ
な
い
。
故
桐
壺
院
に
至
っ
て
は
、
源
氏
と
明
石
一
族
と
を
一
つ

に
し
、
源
氏
の
政
権
復
帰
と
明
石
一
族
の
栄
達
の
二
つ
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
す

る
意
図
が
窺
え
も
す
る（

28
）。

そ
こ
か
ら
は
、
源
氏
と
明
石
入
道
双
方
の
「
夢
」
の

語
り
合
い
が
成
立
し
な
い
と
こ
ろ
を
、「
住
吉
の
神
」
そ
し
て
故
桐
壺
院
が
補

完
し
て
い
る
と
の
仕
組
み
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　

源
氏
は
、
繰
り
返
し
述
べ
る
よ
う
に
、
故
桐
壺
院
出
現
の
「
夢
」
も
、「
若

　

ま
ず
、
明
石
入
道
と
光
源
氏
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
述
べ
る
。
明
石
入
道
は
、

明
石
の
浦
か
ら
須
磨
に
い
る
源
氏
の
も
と
へ
来
訪
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
良
清

を
介
し
て
自
ら
の
得
た
「
夢
」
の
話
を
す
る
。
そ
の
際
に
、
明
石
入
道
が
「
こ

こ
に
も
、
も
し
知
ろ
し
め
す
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

や
は
べ
り
つ
ら
ん
と
て
な
む
」（
明
石
②

二
三
二
）
と
、
源
氏
側
に
尋
ね
て
い
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
に
対
し

て
源
氏
は
、「
夢
」
に
「
父
帝
の
御
教
へ
」（
明
石
②
二
三
三
）
が
あ
っ
た
こ
と

を
想
起
し
て
、
自
ら
も
「
夢
」
を
見
て
い
た
と
思
う
に
至
る
。
こ
こ
で
の
源
氏

と
明
石
入
道
の
語
り
は
、
当
時
の
貴
族
社
会
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
夢
」
の
共

有
意
識
―
―
源
氏
と
の
間
に
信
頼
関
係
を
築
き
た
い
願
望
―
―
が
働
い
て
い
た

よ
う
に
も
捉
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
が
、
明
石
入
道
が
源
氏
を
尋
ね
た

経
緯
に
つ
い
て
良
清
を
通
じ
て
「
夢
」
を
打
ち
明
け
た
の
に
対
し
、
源
氏
は
故

桐
壺
院
の
「
夢
」
を
打
ち
明
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
明

石
入
道
か
ら
源
氏
へ
の
「
夢
語
り
」
は
あ
る
も
の
の
、
源
氏
か
ら
明
石
入
道
へ

の
「
夢
語
り
」
は
な
い
の
で
あ
る
。
両
者
に
は
、
受
領
階
級
と
貴
族
階
級
と
い

う
身
分
差
の
壁
が
あ
り
、
双
方
を
取
り
次
ぐ
者
と
し
て
良
清
が
い
た
点
は
、
先

述
の
実
資
と
道
長
と
の
関
係
と
比
定
で
き
る
。
し
か
し
源
氏
は
、
内
心
、
明
石

入
道
の
明
石
の
浦
へ
の
移
動
の
申
し
入
れ
を
受
け
入
れ
た
い
と
し
つ
つ
も
、
良

清
に
見
た
「
夢
」
を
語
ろ
う
と
し
な
い
。
そ
れ
は
、
後
々
の
世
間
で
の
非
難
を

気
に
し
て
い
る
た
め
（
明
石
②
二
三
二
）
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
の

理
由
で
は
な
か
ろ
う
。

　

源
氏
は
、
明
石
入
道
が
娘
の
結
婚
に
対
し
て
高
い
理
想
を
持
っ
て
い
る
こ
と
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か
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
澪
標
」
巻
で
は
、
明
石
御
方
に
対
す
る
紫
上
の

嫉
妬
が
描
か
れ
て
も
い
る
。
そ
の
後
、
明
石
御
方
の
娘
は
、
源
氏
の
提
案
に
よ

り
、
養
女
と
し
て
紫
上
に
育
て
ら
れ
る
こ
と
で
、
よ
う
や
く
子
の
数
に
含
ま
れ

る
に
至
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
源
氏
が
明
石
入
道
に
対
し
て
、「
夢
」
の
共
有
を
拒
否

す
る
態
度
を
と
っ
て
い
る
背
景
か
ら
は
、
明
石
腹
の
女
児
を
予
言
の
子
と
し
て

認
知
す
る
こ
と
を
た
め
ら
い
、
新
た
な
子
へ
の
願
望
へ
と
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
最
愛
の
女
性
で
あ
る
紫
上
へ
の
配
慮
の
意
識
が
大
き
く
作
用

し
て
い
る
こ
と
が
汲
み
取
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
明
石
入
道
は
遠
く
「
若
菜
上
」
巻
に
至
っ
て
、
よ
う
や
く
娘
明
石

御
方
出
生
の
際
に
見
た
「
夢
」
＝
〝
一
族
栄
達
の
吉
夢
〟
を
打
ち
明
け
る
。
先

述
の
よ
う
に
、
こ
の
時
点
で
は
明
石
女
御
が
国
母
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
明
石
一

族
の
祈
願
が
達
成
さ
れ
て
は
い
な
い
の
だ
が
、「
今
ぞ
見
し
世
の
夢
が
た
り
す

る
」（
若
菜
上
④
一
一
五
）
と
あ
る
よ
う
に
、
夢
語
り
は
入
道
に
よ
る
「
自
覚
的

な
行
動
の
結
果（

30
）」

で
あ
り
タ
イ
ミ
ン
グ
を
佚
し
て
い
な
か
っ
た
。
明
石
入
道
の

夢
語
り
は
、
口
頭
で
は
な
く
手
紙
を
媒
介
と
し
て
、
明
石
尼
君
・
明
石
御
方
・

明
石
女
御
そ
し
て
源
氏
へ
と
伝
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
の
明
石
入
道
の

遺
書
と
も
い
え
る
手
紙
が
〝
一
族
栄
達
の
吉
夢
〟
を
次
世
代
へ
と
語
り
伝
え
る

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
つ
ま
り
、
明
石
入
道
が
一
族
栄
達

の
根
幹
を
な
す
「
夢
」
に
、
子
孫
へ
語
り
伝
え
る
要
素
（
手
紙
＝
遺
書
）
を
付

加
さ
せ
た
こ
と
で
、
明
石
一
族
の
「
夢
」
は
、
よ
う
や
く
本
格
的
に
〝
夢
実
現

紫
」
巻
で
の
「
夢
」
も
、
最
後
ま
で
明
石
入
道
へ
語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な

ぜ
、
源
氏
は
最
後
ま
で
明
石
入
道
と
「
夢
」
を
語
り
合
い
す
べ
て
を
共
有
し
よ

う
と
し
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
源
氏
が
、
明
石
腹
よ
り
生
ま
れ
た
姫
君
を
、

宿
曜
師
の
予
言
に
あ
る
「
御
子
三
人
」（
澪
標
②
二
八
五
）
に
示
さ
れ
る
「
后
」

と
し
て
認
識
す
る
こ
と
を
拒
ん
で
い
た
こ
と
と
、
紫
上
へ
の
配
慮
ゆ
え
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
源
氏
は
、「
澪
標
」
巻
に
お
い
て
明
石
姫
君
出
生
後
も

子
が
産
ま
れ
る
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
し（

29
）、

二
度
目
の
住
吉
参
詣
で
は

「
女
御
殿
、
対
の
上
は
、
一
つ
に
奉
り
た
り
」（
若
菜
上
④
一
七
〇
）
と
、
紫
上

へ
の
厚
遇
が
い
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
後
者
で
は
、
源
氏
に
と
っ
て
紫
上
が
ど
れ

ほ
ど
重
要
な
存
在
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。
そ
も
そ
も
源
氏
は
、
明
石
御
方
の
い

る
岡
辺
の
宿
へ
初
め
て
赴
く
際
、「
思
ふ
ど
ち
見
ま
ほ
ほ
し
き
入
江
の
月
影
に

も
、
ま
づ
恋
し
き
人
の
御
事
を
思
ひ
出
で
聞
こ
へ
た
ま
ふ
」（
明
石
②
）
と
、

「
恋
し
き
人
」
す
な
わ
ち
紫
上
の
こ
と
を
想
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
源
氏
は
明

石
御
方
と
結
ば
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
す
ぐ
に
手
紙
に
て
紫
上
へ
打
ち
明
け
る

の
だ
が
、
そ
こ
に
は
「
あ
や
し
う
も
の
は
か
な
き
夢
を
こ
そ
見
は
べ
り
し
か
」

と
書
か
れ
て
お
り
、
源
氏
が
紫
上
を
気
遣
う
か
た
ち
で
遠
ま
わ
し
に
打
ち
明
け

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
源
氏
は
、「
忍
び
の
旅
寝
も
し
た
ま
は
ず
」、

「
や
ん
ご
と
な
き
方
（
＝
紫
上
）
の
お
ぼ
つ
か
な
く
て
年
月
を
過
ぐ
し
た
ま
ふ
が
、

た
だ
な
ら
ず
思
ひ
お
こ
せ
た
ま
ふ
ら
む
が
、
い
と
心
苦
し
け
れ
ば
、
独
り
臥
し

が
ち
に
て
過
ぐ
し
た
ま
ふ
」
と
、
紫
上
の
こ
と
を
ひ
ど
く
気
に
か
け
る
ゆ
え
に
、

明
石
御
方
の
と
こ
ろ
か
ら
足
が
遠
の
い
て
し
ま
う
様
子
が
あ
え
て
事
細
か
に
描
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泉
帝
・
夕
霧
に
次
ぐ
三
番
目
の
子
ど
も
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

だ
が
源
氏
は
、「
思
ふ
さ
ま
に
か
し
づ
き
た
ま
ふ
べ
き
人
も
出
で
も
の
し
た
ま

は
ば
」（
澪
標
②
二
九
九
）、「
末
の
君
た
ち
、
思
ふ
さ
ま
に
か
し
づ
き
出
だ
し
て

見
む
」（
絵
合
②
三
九
二
～
三
九
三
）
と
あ
る
よ
う
に
、
第
三
子
で
あ
る
明
石
姫

君
の
誕
生
後
も
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
点
は
見

逃
せ
な
い
。
す
な
わ
ち
源
氏
は
、
明
石
姫
君
誕
生
の
後
も
紫
上
を
は
じ
め
と
し

た
他
の
女
君
と
の
子
女
を
希
求
し
て
お
り
、
源
氏
に
と
っ
て
明
石
姫
君
は
「
第

四
子
と
交
換
可
能
な
、
い
わ
ば
都
合
の
よ
い
子
ど
も
」
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る（

33
）。

　
〝
一
族
栄
達
の
吉
夢
〟
を
得
て
、
長
年
に
わ
た
る
住
吉
の
神
へ
の
祈
願
そ
し

て
西
方
浄
土
と
い
っ
た
思
念
の
世
界
に
生
き
た
明
石
入
道
。
そ
の
一
方
で
、
一

族
の
長
入
道
の
意
志
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
、
幾
多
の
困
難
の
待
ち
受
け
る
貴
族

社
会
（
現
実
世
界
）
へ
と
飛
び
込
み
、
運
命
を
切
り
拓
い
て
い
っ
た
の
が
明
石

御
方
と
明
石
尼
君
で
あ
っ
た（

34
）。

だ
が
、
明
石
入
道
は
、
一
族
栄
達
の
根
幹
と
も

い
え
る
明
石
御
方
出
生
の
際
に
見
た
「
夢
語
り
」
を
源
氏
に
し
な
い
と
い
う
重

大
な
決
断
を
し
て
い
た
こ
と
が
、
以
上
の
考
察
に
よ
り
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

三
　
源
氏
と
朱
雀
帝
の
「
夢
」

―
―
共
通
す
る
故
桐
壺
院
出
現
の
意
味

　

源
氏
と
朱
雀
帝
の
「
夢
」
で
は
、
兄
弟
間
に
お
い
て
故
桐
壺
院
が
現
れ
る
。

桐
壺
院
は
源
氏
の
夢
中
に
現
れ
、
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
る
と
と
も
に
、「
内

の
共
同
体
〟
の
力
を
発
動
さ
せ
る
に
至
っ
た
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
明
石
入

道
・
尼
君
・
御
方
の
築
き
上
げ
た
栄
達
か
ら
、
明
石
姫
君
・
若
君
な
ど
と
い
っ

た
次
世
代
に
お
け
る
栄
華
へ
と
続
く
道
を
切
り
拓
い
て
ゆ
く
新
た
な
力
を
獲
得

し
た
の
で
あ
っ
た
。
明
石
入
道
は
吉
夢
の
恩
恵
を
受
け
ず
に
、
山
へ
入
り
こ
の

世
を
去
る
が
、
夢
内
容
に
「
小
さ
き
舟
に
乗
り
て
、
西
の
方
を
さ
し
て
漕
ぎ
ゆ

く
と
な
む
見
は
べ
し
」（
若
菜
下
④
一
一
五
）
と
あ
る
よ
う
に
、
た
だ
こ
の
世
を

去
る
の
で
は
な
く
、
西
方
浄
土
へ
と
赴
く
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目

さ
れ
る
。
こ
の
部
分
に
は
、
往
生
伝
を
は
じ
め
と
し
た
説
話
の
類
と
の
関
連
が

読
み
取
れ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る（

31
）。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
潜
在
的
道
心
を
持

つ
者
へ
の
仏
に
よ
る
瑞
祥
形
式
が
と
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
物
語
に
融
合
す
る

形
で
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

32
）。

　

ま
た
、
源
氏
は
、
明
石
御
方
へ
の
不
意
の
来
訪
に
よ
り
明
石
入
道
の
手
紙
の

存
在
を
知
る
に
至
る
。
入
道
が
源
氏
に
「
夢
」
の
一
部
を
語
ら
な
か
っ
た
意
味

と
は
、
源
氏
の
側
が
明
石
一
族
と
の
「
夢
」
の
共
有
を
拒
否
す
る
可
能
性
を
視

野
に
入
れ
、
殊
更
に
慎
重
に
な
っ
て
い
た
ゆ
え
で
は
な
い
か
。
そ
こ
に
は
、
身

分
差
の
あ
る
明
石
一
族
が
源
氏
に
〝
一
族
栄
達
の
吉
夢
〟
を
打
ち
明
け
た
と
こ

ろ
で
、
源
氏
の
積
極
的
な
協
力
が
得
ら
れ
る
か
、
と
い
う
大
き
な
問
題
が
横
た

わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
源
氏
は
宿
曜
師
に
よ
り
「
御
子
三

人
、
帝
、
后
か
な
ら
ず
並
び
て
生
ま
れ
た
ま
ふ
べ
し
。
中
の
劣
り
は
太
政
大
臣

に
て
位
を
極
む
べ
し
」（
澪
標
②
二
八
五
）
と
あ
る
よ
う
に
、
生
ま
れ
て
く
る
子

ど
も
は
三
人
と
予
言
さ
れ
て
い
た
。
明
石
御
方
の
子
で
あ
る
明
石
姫
君
は
、
冷
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明石一族を取り巻く「夢」

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
源
氏
と
朱
雀
帝
を
取
り
巻
く
「
夢
」
は
、
故
桐
壺
院
に

よ
る
新
し
い
「
権
力
核
」（
冷
泉
帝
）
の
実
現
と
い
う
強
い
意
志
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
導
き
出
せ
て
く
る（

36
）。

そ
れ
に
よ
り
、
源
氏
は
准
太
上
天
皇
と

い
う
異
例
の
地
位
を
得
て
、
潜
在
的
な
王
朝
の
継
承
を
実
現
す
る
に
至
る
の

だ
っ
た
。

　

ま
た
、
源
氏
と
朱
雀
帝
間
の
「
夢
」
は
、
明
石
入
道
と
源
氏
間
の
「
夢
」
と

連
動
し
て
い
た
。
冷
泉
帝
と
い
う
新
し
い
「
権
力
核
」
の
実
現
に
よ
り
確
立
さ

れ
た
源
氏
の
栄
華
は
、
明
石
一
族
の
栄
達
そ
し
て
栄
華
に
組
み
込
ま
れ
、「
夢
」

の
実
現
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
明
石
一
族
の
栄
達
そ
し
て
栄
華
は
、
故
桐
壺
院
出
現
の
「
夢
」

に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
源
氏
の
異
例
の
栄
華
に
加
え
、「
夢
語
り
」
と
い
う
特

殊
な
夢
の
共
有
意
識
を
付
加
さ
せ
る
こ
と
で
、
長
い
年
月
を
経
て
成
し
遂
げ
ら

れ
て
ゆ
く
性
質
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
中
世
社
会
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
あ
る
〝
夢
語
り
共
同
体
〟
の
原
初

形
態
の
精
神
が
、
物
語
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性

に
つ
い
て
、「
明
石
物
語
」
に
焦
点
を
あ
て
探
っ
て
き
た
。「
吉
夢
を
希
求
」
し
、

か
つ
「
吉
夢
の
実
現
を
は
か
る
」〝
夢
語
り
共
同
体
〟
の
精
神
は
、「
明
石
物

語
」
を
は
じ
め
と
し
た
物
語
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
、
後
者
の
「
吉
夢
の
実
現
を
は

裏
に
奏
す
べ
き
こ
と
」（
明
石
②
二
二
九
）
が
あ
る
と
言
い
残
し
て
立
ち
去
り
、

朱
雀
帝
の
夢
中
に
怒
り
の
形
相
で
現
れ
た
の
だ
っ
た
（
明
石
②
二
五
一
）。
朱
雀

帝
は
そ
の
後
、
自
身
の
眼
病
や
要
人
で
あ
る
太
政
大
臣
の
死
、
そ
し
て
弘
徽
殿

太
后
の
病
な
ど
「
次
々
に
お
の
づ
か
ら
騒
が
し
き
こ
と
」（
明
石
②
二
五
二
）
が

起
こ
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
「
い
み
じ
き
御
つ
つ
し
み
ど
も
」

（
明
石
②
二
六
二
）
を
し
て
い
る
。
そ
の
様
子
は
、
先
に
挙
げ
た
『
御
堂
関
白

記
』
な
ど
漢
文
日
記
の
実
態
と
同
様
で
あ
る
。
だ
が
、源
氏
と
朱
雀
帝
の
「
夢
」

は
、
当
事
者
た
ち
の
語
り
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、

二
人
の
仲
介
役
は
、
家
臣
の
者
で
は
な
く
故
桐
壺
院
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
仲

介
役
が
故
桐
壺
院
で
あ
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

　

故
桐
壺
院
は
、
生
前
、
第
二
皇
子
で
あ
る
源
氏
に
皇
位
継
承
を
切
望
し
て
い

た
が
果
た
せ
な
か
っ
た
背
景
が
あ
る
。
第
一
皇
子
（
後
の
朱
雀
帝
）
を
春
宮
に

立
て
た
後
、
第
二
皇
子
（
源
氏
）
を
臣
籍
に
降
下
し
た
の
だ
っ
た
が
、
藤
壺
腹

で
あ
り
源
氏
と
瓜
二
つ
の
新
皇
子
（
後
の
冷
泉
帝
）
に
そ
の
果
た
せ
な
か
っ
た

思
い
を
託
し
、
譲
位
後
に
、
朱
雀
帝
即
位
と
と
も
に
新
皇
子
を
春
宮
に
立
て
、

そ
の
後
見
役
を
源
氏
と
し
た
。
こ
の
、
朱
雀
帝
―
冷
泉
帝
へ
の
皇
位
継
承
こ
そ

が
故
桐
壺
院
に
と
っ
て
の
目
的
な
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
故
桐
壺
院
は
、

源
氏
の
「
夢
」
に
は
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
る
様
子
で
現
れ
、朱
雀
帝
の
「
夢
」

に
は
怒
り
の
形
相
で
現
れ
「
聞
こ
え
さ
せ
た
ま
ふ
こ
と
ど
も
多
か
り
。
源
氏
の

御
事
な
り
け
ん
か
し
」（
明
石
②
二
五
一
）
と
、
主
に
源
氏
を
須
磨
へ
追
い
や
っ

た
こ
と
に
対
す
る
怒
り
を
告
げ
て
い
る
の
で
あ
る（

35
）。
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い
る
の
だ
っ
た（

39
）。

　

つ
ま
り
、
一
族
の
長
明
石
入
道
の
得
た
〝
一
族
栄
達
の
吉
夢
〟
と
い
う
未
来

へ
の
眼
差
し
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
族
を
団
結
さ
せ
栄
達
そ
し
て
栄

華
の
極
み
に
ま
で
昇
り
つ
め
た
の
が
「
明
石
物
語
」
な
ら
ば
、そ
う
し
た
「
夢
」

の
力
を
喪
失
し
、
一
族
の
長
で
あ
る
八
の
宮
の
残
し
た
言
葉
＝
「
遺
言
」
に
縛

ら
れ
翻
弄
さ
れ
た
世
界
が
「
宇
治
物
語
」
と
い
え
る
。

　
「
明
石
物
語
」
に
特
異
な
〝
夢
実
現
の
共
同
体
〟
意
識
を
根
底
に
敷
い
た
上

で
の
「
夢
」
の
描
か
れ
方
は
、『
源
氏
物
語
』
の
ど
の
一
族
に
も
も
た
ら
さ
れ

て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

＊　

�『
源
氏
物
語
』『
風
土
記
』『
枕
草
子
』『
日
本
書
紀
』
引
用
テ
キ
ス
ト
は
、『
新
編
日
本

古
典
文
学
全
集
』
に
依
っ
た
。

　

＊　

�『
狭
衣
物
語
』『
沙
石
集
』
引
用
テ
キ
ス
ト
は
、『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
依
っ
た
。

　

＊　

�『
権
記
』
引
用
テ
キ
ス
ト
は
、
寛
弘
七
年
の
刊
行
分
ま
で
は
『
史
料
纂
集
』
を
、
そ
の

他
は
『
増
補
史
料
大
成
』
に
依
っ
た
。

　

＊　

�『
御
堂
関
白
記
』『
小
右
記
』
引
用
テ
キ
ス
ト
は
、『
大
日
本
古
記
録
』
に
依
っ
た
。

　

＊　

本
文
引
用
の
際
、
一
部
常
用
漢
字
に
改
め
た
箇
所
・
私
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

注（
1
）　
『
古
代
政
治
社
会
思
想
』（
日
本
思
想
大
系
8
）
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
。

（
2
）　

菅
原
昭
英
「
夢
を
信
じ
た
世
界
―
―
九
条
兼
実
と
そ
の
周
囲
」『
季
刊
日
本
学
』
五
号
、

か
る
」
こ
と
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
形
成
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
〝
夢
実
現
の
共

同
体
〟
と
い
う
意
識
を
色
濃
く
形
成
さ
せ
て
い
る
特
徴
が
見
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
源
氏
と
明
石
一
族
を
取
り
巻
く
「
夢
」
で
は
、〝
夢
実
現
の
共
同
体
〟

意
識
を
底
流
さ
せ
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
「
夢
」
の
共
有
／
非
共
有
の
構
造
と
い

う
特
異
な
方
法
が
用
い
ら
れ
て
も
い
た
。
源
氏
と
明
石
入
道
の
ケ
ー
ス
で
は
、

紫
上
へ
の
配
慮
や
、
明
石
腹
の
娘
を
第
四
子
と
し
た
い
源
氏
の
思
惑
や
、
一
族

栄
達
の
吉
夢
を
何
と
し
て
で
も
実
現
さ
せ
た
い
と
す
る
明
石
入
道
の
思
惑
ゆ
え

で
あ
り
、
源
氏
と
朱
雀
帝
の
ケ
ー
ス
で
は
、
二
者
の
仲
介
役
と
し
て
故
桐
壺
院

を
登
場
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り（

37
）、

故
桐
壺
院
に
よ
る
新
し
い
「
権
力
核
」（
冷
泉

帝
）
の
実
現
と
い
う
強
い
意
志
を
物
語
中
に
効
果
的
に
描
き
出
し
た
い
ゆ
え
で

あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

さ
ら
に
、「
明
石
物
語
」
は
、
手
紙
（
＝
遺
書
）
に
よ
り
「
夢
」
を
一
族
で

共
有
し
、
子
孫
へ
語
り
伝
え
て
ゆ
く
こ
と
で
栄
達
か
ら
栄
華
へ
と
さ
ら
な
る
飛

躍
の
道
を
辿
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
正
反
対
に
位
置
す
る
物
語
が
「
宇
治
物

語
」
で
あ
る
。
源
氏
と
明
石
一
族
間
で
の
「
夢
」
を
媒
介
と
し
た
共
同
体
の
形

成
に
よ
り
、
一
族
繁
栄
か
ら
弾
か
れ
た
人
物
―
八
の
宮
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
八
の
宮
は
、
正
編
で
は
そ
の
存
在
が
明
記
さ
れ
ず
、
遠
く
「
宇

治
物
語
」
の
始
発
部
分
に
突
如
描
か
れ
る
（
橋
姫
⑤
一
一
七
）。
源
氏
の
政
権
復

帰
に
よ
り
没
落
し
た
八
の
宮
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
「
宇
治
物
語
」
で
は
、
も
は

や
一
族
を
栄
華
に
導
く
よ
う
な
「
夢
」
の
力
は
描
か
れ
ず（

38
）、

残
さ
れ
た
人
々
が

「
遺
言
」
内
容
に
束
縛
・
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
生
き
ゆ
く
さ
ま
が
描
き
出
さ
れ
て
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明石一族を取り巻く「夢」

号
、
一
九
八
三
年
七
月
）
は
、『
御
堂
関
白
記
』
の
「
夢
想
」
を
、「
直
接
道
長
に
関
わ

ら
な
い
夢
想
」「
道
長
自
身
の
見
た
夢
」「
道
長
の
た
め
の
夢
」
の
三
種
類
に
分
類
す
る
。

（
10
）　
『
御
堂
御
記
抄
第
五
種
』
寛
弘
九
年
（
一
〇
一
二
）
五
月
一
日
条
の
「
夢
」
の
記
事
は

長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
五
月
一
日
条
の
記
事
と
同
じ
で
あ
る
た
め
、
数
に
含
め
な
い
。

よ
っ
て
、
全
十
七
例
と
な
る
。

（
11
）　

加
藤
静
子
・
中
嶋
朋
恵
（
注
9
に
同
じ
）。

（
12
）　

倉
本
（
注
4
に
同
じ
）
は
、「
夢
を
言
い
訳
に
し
て
サ
ボ
る
と
い
う
道
長
を
認
知
し
て

く
れ
る
道
長
周
囲
の
「
共
同
体
」
を
想
定
す
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
す
る
。

（
13
）　

繁
田
信
一
（『
殴
り
合
う
貴
族
た
ち
―
―
平
安
朝
裏
源
氏
物
語
』
柏
書
房
、
二
〇
〇
五

年
）
は
、
暴
力
を
不
適
切
に
行
使
す
る
貴
公
子
た
ち
の
実
態
に
注
目
し
、『
源
氏
物
語
』

は
理
想
化
さ
れ
た
王
朝
貴
族
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
平
安
期
に

見
ら
れ
る
〝
夢
語
り
共
同
体
〟
の
原
初
形
態
の
精
神
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
道
長

に
関
す
る
不
吉
な
「
夢
」
情
報
を
周
囲
の
貴
族
た
ち
が
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
長

の
政
権
失
脚
の
可
能
性
を
さ
さ
や
き
合
う
よ
う
な
実
態
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、「
明

石
物
語
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。

（
14
）　

倉
本
（
注
4
に
同
じ
）
は
、
道
長
の
夢
解
き
に
対
し
「
民
を
思
う
一
条
の
心
情
と
、

道
長
と
の
円
満
な
君
臣
関
係
が
う
か
が
え
る
」
と
言
及
し
て
お
り
、
首
肯
で
き
る
。

（
15
）　

古
典
文
学
作
品
の
「
夢
」
に
関
す
る
主
立
っ
た
文
献
と
し
て
、
西
郷
信
綱
（
注
4
に

同
じ
）、江
口
孝
夫
『
夢
に
つ
い
て
の
研
究
』（
風
間
書
房
、一
九
八
七
年
）、河
東
仁
（
注

4
に
同
じ
）
等
が
あ
る
。

（
16
）　

当
内
容
は
、『
日
本
書
紀
』「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」「
巻
第
十
一　

仁
徳
天
皇

三
十
七
年
」
に
も
見
ら
れ
る
が
、
雌
鹿
が
「
夢
」
を
偽
り
合
わ
せ
た
様
子
は
描
か
れ
て

い
な
い
。
だ
が
、
夢
合
わ
せ
は
悪
い
合
わ
せ
方
を
し
て
は
い
け
な
い
と
す
る
観
点
は
同

様
に
描
か
れ
て
い
る
。

（
17
）　

拙
稿
「
物
語
の
夢
―
―
平
安
後
期
物
語
の
夢
に
込
め
ら
れ
た
『
源
氏
物
語
』
批
評
の

意
識
」『
記
憶
の
創
生　

物
語
一
九
七
一
―

二
〇
一
一
』
翰
林
書
房
、
二
〇
一
二
年
三
月
。

（
18
）　

鈴
木
泰
恵
（「『
夜
の
寝
覚
』
の
夢
と
予
言
―
―
平
安
後
期
物
語
に
お
け
る
夢
信
仰
の

一
九
八
四
年
十
月
。

（
3
）　

横
井
清
「
夢
」『
岩
波
講
座
日
本
通
史
9　

中
世
3
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
十
月
。

中
世
の
〝
夢
語
り
共
同
体
〟
に
つ
い
て
は
、
酒
井
紀
美
『
夢
語
り
・
夢
解
き
の
中
世
』

朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
一
年
、
酒
井
紀
美
『
夢
か
ら
探
る
中
世
』
角
川
書
店
、

二
〇
〇
五
年
が
あ
る
。

（
4
）　

倉
本
一
宏
『
平
安
貴
族
の
夢
分
析
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
。
そ
の
他
、
主
な

先
行
研
究
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
西
郷
信
綱
『
古
代
人
と
夢
』
平
凡
社
、一
九
七
二
年
、

森
田
兼
吉
「『
権
記
』
の
夢
『
小
右
記
』
の
夢
―
―
女
流
日
記
文
学
の
夢
へ
の
序
説
」『
梅

光
女
学
院
大
学　

日
本
文
学
研
究
』
第
二
十
二
巻
、一
九
八
六
年
十
一
月
、上
野
勝
之
「
夢

の
諸
相
―
―
平
安
時
代
を
中
心
と
し
て
」『
日
本
文
化
環
境
論
講
座
紀
要
』
第
三
巻
、

二
〇
〇
一
年
三
月
、
河
東
仁
『
日
本
の
夢
信
仰
―
―
宗
教
学
か
ら
見
た
日
本
精
神
史
』

玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
二
年
、
荒
木
浩
「
書
物
の
成
立
と
夢
―
―
平
安
期
往
生
伝

の
周
辺
」『
経
世
の
信
仰
・
呪
術
』
竹
林
社
、
二
〇
一
二
年
五
月
、
上
野
勝
之
『
夢
と
モ

ノ
ノ
ケ
の
精
神
史
―
―
平
安
貴
族
の
信
仰
世
界
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
一
三
年
。

（
5
）　

大
津
透
『
道
長
と
宮
廷
社
会
』（
日
本
の
歴
史
6
）
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
。

（
6
）　

池
田
尚
隆
「
公
卿
日
記
と
道
長
文
化
圏
」『
源
氏
物
語
講
座
』
第
四
巻
、
勉
誠
社
、

一
九
九
二
年
七
月
。

（
7
）　

藤
本
勝
義
『
源
氏
物
語
の
〈
物
の
怪
〉
―
―
文
学
と
記
録
の
狭
間
』
笠
間
書
院
、

一
九
九
四
年
。

（
8
）　
『
小
右
記
』
に
は
、「
大
不
忠
人
也
」［
大
い
に
不
忠
の
人
な
り
］（
長
和
四
年
〔
一
〇
一
五

年
〕
四
月
十
三
日
条
）
な
ど
、
道
長
を
非
難
す
る
言
葉
が
散
見
す
る
（
服
部
一
隆
「
娍

子
立
后
に
関
す
る
藤
原
道
長
の
論
理
」『
日
本
歴
史
』
二
〇
〇
六
年
四
月
に
詳
し
い
）。

ま
た
、
山
中
裕
（『
藤
原
道
長
』
吉
川
弘
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
は
、
道
長
と
実
資
に
つ

い
て
「
も
と
も
と
九
条
家
と
小
野
宮
家
の
対
抗
意
識
が
あ
り
、
表
面
上
は
と
も
か
く
、

根
底
に
は
深
い
わ
だ
か
ま
り
が
あ
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。

（
9
）　

清
水
好
子
「
藤
原
道
長
」『
中
古
文
学
』
創
刊
号
、
一
九
六
七
年
三
月
。
加
藤
静
子
・

中
嶋
朋
恵
（「
御
堂
関
白
記
注
釈
ノ
ー
ト
〔
三
〕」『
国
文
学　

言
語
と
文
芸
』
第
九
十
四
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窺
え
る
。

（
23
）　

坂
本
和
子
（「
御
産
記
事
に
み
ら
れ
る
も
の
の
け
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
四
十

巻
第
五
号
、
一
九
七
五
年
四
月
）
は
、「
御
産
に
顕
わ
れ
る
物
の
怪
は
、
病
床
に
顕
わ
れ

た
物
の
怪
以
上
に
、
前
代
の
御
霊
神
と
は
遠
い
存
在
と
な
っ
た
平
安
中
期
の
物
の
怪
の

姿
を
認
め
さ
せ
る
」
と
指
摘
す
る
。

（
24
）　

以
後
の
物
語
に
お
い
て
も
、『
狭
衣
物
語
』
に
て
、
狭
衣
大
将
が
飛
鳥
井
女
君
の
懐
妊

を
「
夢
」
に
見
る
な
ど
、
父
側
が
子
出
生
の
「
夢
」
を
見
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

（
25
）　

拙
稿
「
源
氏
物
語
「
明
石
一
族
」
の
意
志
―
―
『
古
今
和
歌
集
』
一
〇
〇
三
番
歌
引

用
を
起
点
と
し
て
」『
中
古
文
学
』
第
八
十
二
号
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
。

（
26
）　
『
狭
衣
物
語
』
も
類
似
す
る
構
想
を
有
し
て
い
る
。
飛
鳥
井
女
君
物
語
で
は
、「
夢
」

を
語
ら
な
い
（
語
れ
な
か
っ
た
）
こ
と
に
よ
り
展
開
す
る
の
に
対
し
、
源
氏
の
宮
物
語

で
は
、「
夢
」
を
語
り
合
い
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
展
開
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
拙

稿
（
注
17
に
同
じ
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
27
）　

拙
稿
（
注
17
に
同
じ
）
に
お
い
て
、『
日
本
書
紀
』（
巻
第
五
「
崇
神
天
皇
」）・『
御
堂

関
白
記
』（
長
和
元
年
〔
一
〇
一
二
〕
五
月
一
日
条
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
複
数
同
夢
の
用

例
を
提
示
し
つ
つ
考
察
を
し
て
い
る
。

（
28
）　

そ
こ
に
は
、阿
部
好
臣
（「
明
石
物
語
の
位
置
―
―
桐
壺
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
」『
語

文
』
第
四
十
一
輯
、
一
九
七
六
年
七
月
）
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
藤
壺
物
語
か
ら
明
石

物
語
へ
の
意
志
の
継
承
と
い
う
伏
線
を
も
併
せ
て
読
み
取
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
源
氏
と

明
石
を
取
り
巻
く
夢
々
は
、
祖
先
で
あ
る
故
両
大
納
言
に
よ
る
共
通
す
る
意
志
―
―
一

族
栄
達
―
―
が
基
底
と
な
っ
て
生
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
坂
本
昇
『
源
氏

物
語
構
想
論
』
明
治
書
院
、
一
九
八
一
年
、
日
向
一
雅
『
源
氏
物
語
の
主
題
―
―
「
家
」

の
遺
志
と
宿
世
の
物
語
の
構
造
』
桜
楓
社
、
一
九
八
三
年
に
も
詳
し
い
。

（
29
）　

当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
近
年
の
主
な
論
と
し
て
高
田
祐
彦
（「
作
中
人

物
連
関
の
方
法
―
―
紫
の
上
と
女
君
た
ち
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
別
冊
『
人
物
造
型

か
ら
み
た
『
源
氏
物
語
』』
一
九
九
八
年
五
月
）
は
、
予
言
と
齟
齬
す
る
意
識
の
あ
り
方

揺
ら
ぎ
か
ら
」『
明
治
学
院
大
学
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要　

カ
ル
チ
ュ
ー
ル
』
第
二
巻

第
三
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
は
、『
狭
衣
物
語
』
に
夢
信
仰
や
神
へ
の
信
仰
の
微
妙
な

揺
ら
ぎ
を
読
み
取
る
。

（
19
）　

拙
稿
「『
源
氏
物
語
』
を
中
心
と
し
た
仮
名
文
学
に
お
け
る
夢
主
の
設
定
―
―
子
出
生

に
関
す
る
「
夢
」
を
見
る
者
達
」『
語
文
』
第
一
二
〇
輯
、
二
〇
〇
四
年
十
二
月
。

（
20
）　

実
資
は
、
と
り
わ
け
暗
示
性
の
強
い
「
夢
」
内
容
を
記
さ
な
い
傾
向
に
あ
る
。
翌
日

に
見
た
「
夢
」
の
記
事
に
も
「
不
具
記
」［
具
に
記
さ
ず
］
と
あ
る
。
無
論
そ
こ
に
は
、

悪
夢
を
め
ぐ
る
問
題
―
―
悪
夢
が
実
現
し
な
い
よ
う
、
あ
え
て
記
さ
な
か
っ
た
と
い
う

観
点
―
―
も
無
視
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
事
実
、
悪
夢
の
内
容
が
実
際
に
記
さ
れ
た
も
の

は
、
吉
夢
に
比
べ
て
僅
少
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
21
）　

黒
板
伸
夫
『
人
物
叢
書　

藤
原
行
成
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
、
関
口
力
『
摂

関
時
代
文
化
史
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
に
詳
し
い
。

（
22
）　

こ
こ
で
の
「
夢
」
に
つ
い
て
河
北
騰
（『
歴
史
物
語
の
世
界
』
風
間
書
房
、
一
九
九
二

年
）
は
「
後
涼
殿
、
即
ち
女
御
た
ち
の
局
の
あ
る
所
で
あ
り
、
そ
の
南
側
の
塀
の
転
倒

と
は
、
女
御
か
ら
滞
り
な
く
、
す
ら
す
ら
と
御
産
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
、
象
徴
的
に
示

し
て
い
る
所
だ
と
思
う
」
と
言
及
す
る
。
だ
が
、行
成
の
心
的
苦
悩
に
着
目
し
て
当
「
夢
」

を
解
釈
す
る
方
法
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
事
実
、
一
条
天
皇
と
道
長
と
の
間
に
挟

ま
れ
た
ゆ
え
の
心
的
苦
悩
に
よ
り
見
る
「
夢
」
は
度
々
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
長

保
元
年
（
九
九
〇
）
八
月
十
九
日
条
の
「
夢
」（「
去
夜
夢
可
辭
藏
人
頭
之
趣
…
…
」［
去

ぬ
る
夜
に
、
藏
人
頭
を
辭
す
べ
き
の
趣
を
夢
む
…
…
］）
は
、
行
成
が
蔵
人
頭
の
職
を
辞

め
る
内
容
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
前
日
（
長
保
元
年
〔
九
九
〇
〕
八
月
十
八
日
条
）
に

道
長
に
ご
く
近
い
大
江
匡
衡
の
語
っ
た
定
子
批
判
が
関
係
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
こ
の

十
日
ほ
ど
前
に
中
宮
定
子
は
御
産
の
た
め
生
昌
邸
へ
と
移
っ
た
（『
日
本
紀
略
』〔
新
訂

増
補
國
史
大
系
十
一
〕
長
保
元
年
〔
九
九
〇
〕
八
月
九
日
条
、『
枕
草
子
』
第
六
段
「
大

進
生
昌
が
家
に
」
に
も
詳
し
い
）。
そ
こ
に
は
、
周
囲
の
貴
族
た
ち
が
道
長
に
憚
っ
て
定

子
に
邸
を
提
供
し
な
か
っ
た
背
景
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
「
夢
」
に
お
い
て
も
定
子

を
重
ん
じ
る
一
条
天
皇
と
道
長
と
の
不
和
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
行
成
の
心
的
苦
悩
が
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文
化
の
受
容
か
ら
創
造
へ
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
二
年
）。
な
お
、
倉
本
一
宏
（「『
源
氏

物
語
』
に
見
え
る
摂
関
家
政
治
像
」『
日
本
風
俗
史
学
会
会
誌
』
二
十
五
巻
、
一
九
八
六

年
十
二
月
）
は
、
摂
関
期
に
お
け
る
「
権
力
核
」
の
政
治
意
志
発
動
の
様
相
が
ど
の
よ

う
に
『
源
氏
物
語
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
当
該
場
面
を
中
心
に
言

及
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
国
母
の
政
治
権
力
に
注
目
し
、「
次
代
の
国
母
・
藤
壺
中

宮
の
意
志
」
が
源
氏
の
召
還
に
あ
っ
た
こ
と
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
示
唆
的

で
あ
る
。

（
37
）　

源
氏
は
、「
夢
」
に
現
れ
た
故
桐
壺
院
の
「
か
か
る
つ
い
で
に
内
裏
に
奏
す
べ
き
こ
と

あ
る
に
よ
り
な
む
急
ぎ
上
り
ぬ
る
」（
明
石
②
）
と
の
発
言
か
ら
、
こ
の
後
、
朱
雀
帝
も

父
の「
夢
」を
見
る
こ
と
を
う
す
う
す
感
じ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、朱
雀
院
の「
夢
」

に
て
故
桐
壺
院
は
、
様
々
な
訓
戒
を
述
べ
て
お
り
、
草
子
地
に
「
源
氏
の
御
事
な
り
け

ん
か
し
」（
明
石
②
二
五
一
）
と
も
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
朱
雀
院
の
「
夢
」
に
お
い
て

も
、
源
氏
の
時
同
様
、
故
桐
壺
院
が
源
氏
の
「
夢
」
へ
現
れ
た
こ
と
を
仄
め
か
す
発
言

が
あ
っ
た
と
の
可
能
性
も
充
分
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
38
）　

三
谷
邦
明
（『
物
語
文
学
の
方
法
Ⅱ
』
有
精
堂
出
版
、
一
九
八
九
年
）
は
、
源
氏
の
栄

華
が
「
若
菜
下
」
巻
の
明
石
一
族
の
運
命
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る

点
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

（
39
）　

長
谷
川
政
春
「
宇
治
十
帖
の
世
界
―
―
八
宮
の
遺
言
の
呪
縛
性
」『
國
學
院
雑
誌
』
第

七
十
一
巻
第
十
号
、
一
九
七
〇
年
十
月
、
神
田
龍
身
『
源
氏
物
語
＝
性
の
迷
宮
へ
』
講

談
社
、
二
〇
〇
一
年
。

付
記

　

本
稿
は
、平
成
二
十
六
年
度
（
二
〇
一
三
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
「
夢

と
表
象
―
―
そ
の
統
括
と
展
望
」（
代
表
：
荒
木
浩
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

を
許
容
し
て
「
物
語
の
可
能
性
が
広
げ
ら
れ
て
い
る
」
と
捉
え
る
べ
き
と
言
及
す
る
。

ま
た
、
今
井
上
（「
光
源
氏
論
―
―
澪
標
巻
「
思
ふ
様
に
か
し
づ
き
給
ふ
べ
き
人
」
を
め

ぐ
っ
て
」『
人
物
で
読
む
源
氏
物
語　

光
源
氏
Ⅰ
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
年
六
月
）
で

は
、
第
四
子
の
可
能
性
を
否
定
す
る
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
。

（
30
）　

大
川
か
お
り
「
明
石
入
道
の
夢
―
―
語
ら
な
い
こ
と
の
意
味
」『
平
安
朝
文
学
研
究
』

復
刊
第
八
号
、
一
九
九
九
年
十
一
月
。

（
31
）　

藤
井
貞
和
（「
第
九
章
：
赤
い
糸
と
家
を
織
る
糸　

第
二
節
：
夢
に
読
む
―
―
家
を
織

る
糸
」『
源
氏
物
語
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
は
、
西
方
浄
土
を
〈
夢
〉
に

予
見
す
る
往
生
伝
で
の
説
話
の
類
と
の
関
連
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
結
論
と
し
て
は
「
夢

の
予
言
に
し
た
が
っ
て
髪
を
お
ろ
し
た
の
で
あ
っ
て
、
道
心
の
う
な
が
し
に
よ
る
そ
れ

で
は
な
い
」
と
さ
れ
る
。

（
32
）　

拙
稿
（
注
19
に
同
じ
）。〝
夢
実
現
の
共
同
体
〟
の
主
催
者
で
あ
る
明
石
入
道
は
、
吉

夢
成
就
を
目
前
に
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。

（
33
）　

拙
稿
（
注
25
に
同
じ
）。

（
34
）　

拙
稿
（
注
25
に
同
じ
）。
吉
夢
の
成
就
に
は
、
明
石
尼
君
の
言
行
も
重
要
で
あ
る
。
明

石
尼
君
に
焦
点
を
あ
て
た
近
年
の
論
と
し
て
竹
内
正
彦
（『
源
氏
物
語
発
生
史
論
―
―
明

石
一
族
物
語
の
地
平
』
新
典
社
、
二
〇
〇
七
年
）
が
あ
る
。

（
35
）　

一
方
で
、
父
親
と
し
て
の
桐
壺
院
の
姿
を
そ
こ
に
読
み
取
る
必
要
も
あ
ろ
う
。『
源
氏

物
語
』
で
の
父
霊
は
、
故
常
陸
宮
や
故
八
の
宮
の
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た

ち
の
身
を
案
じ
て
出
現
す
る
傾
向
に
あ
る
（
葛
綿
正
一
（「
Ⅰ　

主
題
論　

昼
寝
を
め

ぐ
っ
て
―
―
視
線
の
問
題
」『
源
氏
物
語
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
―
―
記
号
と
歴
史
』
笠
間

書
院
、二
〇
〇
六
年
、拙
稿
「〈
夢
〉
が
見
ら
れ
な
い
大
君
―
―
宇
治
十
帖
の
〈
父
〉〈
娘
〉

を
導
く
も
の
」『
日
本
文
学
』
第
五
十
七
巻
第
九
号
、
二
〇
〇
八
年
九
月
）。
よ
っ
て
、

父
霊
の
働
き
に
よ
り
息
子
た
ち
を
和
解
さ
せ
て
源
氏
を
政
権
復
帰
さ
せ
る
と
い
う
意
味

を
も
当
該
「
夢
」
に
併
せ
て
読
み
取
る
解
釈
も
有
効
と
考
え
る
。

（
36
）　

日
向
一
雅
「
Ⅰ　

漢
籍
・
仏
典
の
注
釈
世
界
か
ら
／
第
四
章　

按
察
使
大
納
言
の
遺

言
と
明
石
入
道
の
「
夢
」
―
―
明
石
一
門
の
始
発
と
終
結
」（『
源
氏
物
語　

東
ア
ジ
ア


